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 平成３１年第２回平取町議会定例会  （開  会  午前９時２９分） 

 

議長 おはようございます。ただいまより本日の会議を開きます。ただいまの出席議
員は１２名で会議は成立します。 

日程第１、会議録署名議員を指名します。会議録署名議員は会議規則第１２２
条の規定によって、１番松澤議員、２番松原議員を指名します。 

日程第２、議案第１９号平成３１年度平取町一般会計予算、 

日程第３、議案第２０号平成３１年度平取町国民健康保険特別会計予算、 

日程第４、議案第２１号平成３１年度平取町後期高齢者医療特別会計予算、 

日程第５、議案第２２号平成３１年度平取町介護保険特別会計予算、 

日程第６、議案第２３号平成３１年度平取町簡易水道特別会計予算、 

日程第７、議案第２４号平成３１年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、 

以上、議案６件を一括して議題とします。これより平成３１年度各会計予算に
かかわる提案説明を求めますが、最初に予算説明資料に基づく各会計予算総括
概要についての説明をいただきその後に一般会計より順次各会計の説明をお願
いします。それでは平成３１年度各会計予算の概要並びに一般会計予算につい
て提案説明を求めます。総務課長。 

 

総務課長 議案第１９号平成３１年度平取町一般会計予算に関しまして説明をさせていた
だきます。ただいま、議長より求められましたので初めに予算の概要について
ご説明いたします。議長のお計らいにより着席をさせていただきます。平成３
１年度予算説明資料の１ページをお開き願います。平成３１年度各会計予算総
括であります。一般会計の総額は、平成３１年度（Ａ）５９億８８００万円、
３０年度と比べた増減（Ａ）－（Ｂ）は３９００万円０．６％の減少となって
おります。次に５つの特別会計の総額は２８億８２２０万円で、３０年度と比
べ７億３７４３万３千円２０．４％の減少となり、一般会計・特別会計を合わ
せた３１年度の平取町の予算総額は８８億７０２０万円となり、３０年度に比
べ７億７６４３万３千円８．０％の減少となっております。平成３１年度各会
計予算は第６次総合計画の財政計画及び実施計画に基づき持続可能な財政構造
の構築を目指し、経常的経費の節減に努めながら町民ニーズに対応した投資的
経費への配分に努めたところであります。それでは各会計の予算について概要
を説明いたします。主なものについて申し上げます。２ページの平成３１年度
一般会計歳入歳出予算、款別内訳をご覧ください。歳入１款町税は５億８６２
万８千円で３０年度に比べ４．３％の増加を見込み、２款から１１款につきま
しては３０年度決算見込み及び３１年度地方財政計画に基づき積算計上いたし
ております。１０款地方交付税は２８億１７００万円と見込み３０年度対比で
１．９％の増加となっております。１８款寄附金１億５千万円はふるさと応援
寄附金、いわゆるふるさと納税の伸びを見込み３０年度対比で５０．０％の増
加といたしております。２１款諸収入２億４３６８万円は５４．６％の増加と
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なっており、道路施設整備事業など３１事業の財源として充当を図るものであ
ります。２２款町債６億７０３０万円は３０年度対比で２１．２％の減少とな
り生活交通確保対策事業など３４事業に充当いたしております。次に歳出であ
ります。３０年度と比べて増減の率が多い款について説明をいたします。５款
農林水産業費は３億３５０９万５千円で３０年度対比２５．１％減少しており
ますが、これは野菜選別施設整備工事などが３０年度で完了したことなどによ
るものであります。６款商工費は３億１８１８万円で２０．４％の増加であり
ます。ふるさと納税の伸びに伴う返戻品の増加などによるものであります。９
款教育費６億８８５４万９千円４９．４％の増加で、振内小学校大規模改修事
業など学校施設改修工事を新規に着工するとともに、中央公民館並びに町民体
育館の省エネルギー化設備導入工事を行うことなどによるものであります。次
に３ページ以降の特別会計に移ります。３ページ国民健康保険特別会計は歳入
歳出それぞれ合計で７億６１８０万円で３０年度対比３．９％の増加となって
おります。続いて下段、後期高齢医療特別会計は歳入歳出それぞれ８７５０万
円で３０年度比１１．６％の増加となっております。次に４ページ上段、介護
保険特別会計は歳入歳出それぞれ４億９４３０万円で３０年度と比べ０．３％
の増加となっております。続いて下段、簡易水道特別会計は歳入歳出それぞれ
合計で２億８０８０万円で３０年度対比２．０％の増加となっております。次
に５ページ、国民健康保険病院特別会計について、病院事業収益は８億５８１
９万１千円１７．５％の増加、病院事業費用は１０億３６６１万６千円で４１．
９％の増加、病院改築事業の完了により資本的収支は収入で２億１７０２万２
千円８３．４％の減少、支出が２億２１１８万４千円７９．３％の減少、歳入
合計で１０億７５２１万３千円４７．３％の減少、歳出合計で１２億５７８０
万円３０．０％の減少となっております。続いて６ページの一般会計歳出構成
表についてご説明いたします。まず、その支出が任意に削減できない義務的経
費の合計は２１億６６２７万１千円３０年度対比で１．９％の増加となってお
ります。人件費は４．５％の増加、医療費・措置費等の扶助費は５．２％の減
少、起債の償還にかかる公債費は３．０％の増加となっております。投資的経
費は１４億９７１２万円で１０．４％の減少となっております。補助費・積立
金・繰出金等のその他の経費は、２３億２４６０万９千円４．３％の増加とな
っております。７ページから８ページについては平成３１年度一般会計の性質
別目的別歳出分類表となっております。説明は省略させていただきます。９ペ
ージは３０年度町税収入見込額であります。合計で５億２２７３万９千円、収
納率は現年課税分が９８．２％、滞納繰越分が１７．８％、合計で９４．４％
を見込んでおります。国民健康保険税及び町税収入額の推移については下段の
表に記載のとおりであります。１０ページは平成３１年度町税収入見込額、１
１ページは個人町民税調定見込額調で、いずれも３１年度町税収入の積算資料
となっております。１２ページは普通交付税の推移及び一般会計公債費償還見
込みであります。普通交付税の推移は平成１６年度の三位一体の改革により大
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幅に削減された以降は増加の傾向をたどっておりましたが、平成２４年度以降
は国の地方財政計画によって減少傾向に転じ、３０年度決算見込みは２５億４
０４万４千円となっております。普通交付税は国の方針によって３１年度は若
干の増が見込まれますが、予算は２４億７千万円３０年度交付税決定額に比べ
３４０４万４千円の減額を見込んでおり、町の歳入の半分近くを占める交付税
については、今後も更に厳しい状況になるものと予想をいたしております。起
債の償還に当たる公債費は平成３０年度から毎年増加し、平成３５年度には８
億４０９４万２千円になるものと推計しております。１３ページは基金現在高
見込状況であります。基金名１の財政調整基金から８の地域雇用創出基金まで
の特定目的基金が一般会計分、９・１０が特別会計分となっております。一般
会計における３０年度末の基金残高見込みは２４億８０９２万８千円余りで、
３１年度での取り崩し積立分を加えますと平成３１年度末では２１億６９６７
万９千円余りに減少するものと見込んでおります。下段の基金名１１、金券事
業分については表に記載のとおりであります。次の１４ページから２３ページ
までは、平成３１年度の主要事業を掲載しておりますが、お読取りをいただき、
個別の説明は省略をさせていただきます。２４ページは、地方公営企業繰出金
算出内訳で簡易水道特別会計並びに国民健康保険病院特別会計への繰出金の算
出の内訳を記載いたしております。２５ページは、一般会計における地方消費
税交付金のうち社会保障施策への充当状況を示した表となっておりまして、社
会福祉、社会保険、保健衛生の各分野での関係経費の合計が１０億８８８７万
６千円となっており、その財源として一般財源のうち４４４８万３千円を充て
ることとなっております。２６ページから３１ページまでは、平取町が構成町
となっている一部事務組合である日高西部消防組合、平取町外２町衛生施設組
合、胆振東部日高西部衛生組合に対する平成３１年度における負担金の内訳で
ありますが、これにつきましては各科目における予算説明の中で説明をさせて
いただきます。３２ページは、町が加入をしている日高管内地方税滞納整理機
構に対する各町の負担金計算書となっております。３３から３４ページは、町
が出資する有限会社平取町畜産公社の事業に関する３０年度の決算見込み、販
売費及び一般管理費の明細、３５ページから３６ページは、３１年度損益目論
見並びに販売費及び一般管理費の明細となっておりますが説明は省略をいたし
ます。これより一般会計予算書の説明をさせていただきます。毎年の例により、
各費目のうち内容が恒常的で大きな変化等がないものについては説明を省略さ
せていただきますとともに、既にご承知のとおり工事請負費や委託料で事業の
入札等において影響が予想されるものについては個別の事業ごとの金額を予算
書に記載しておりませんので併せてご理解をいただきますようお願いいたしま
す。平成３１年度平取町会計予算書の１ページをお開き願います。議案第１９
号、平成３１年度平取町一般会計予算についてご説明いたします。第１条、歳
入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ５９億８８
００万円と定めるものであります。第２項において歳入歳出の予算の款項の区
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分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算によるとするものでありま
す。第２条、地方自治法の規定により債務を負担することができる事項、期間
及び限度額は第２表債務負担行為によるとするものであります。第３条、地方
債については地方自治法の規定により起こすことができる地方債の目的、限度
額、起債の方法、利率及び償還の方法は第３表地方債によるとするものであり
ます。第４条一時借入金の最高額は１０億円と定めるものであります。それで
は歳入歳出事項別明細における歳出からご説明いたしますので、９７ページを
お開きいただきたいと思います。９７ページ、これより歳出についてご説明い
たします。初めに、１款１項１目議会費５１７０万１千円で３０年度に比べて
６万９千円の減額となっております。４節共済費は、議員共済会負担金の率の
改定により、３０年度に比べて３５万６千円の減額となっております。１１節
需用費は、議会だよりの表紙をカラーで印刷する回数を増やすことで３６万９
千円の増額としております。次に９８ページから１００ページ、２款総務費で
あります。２款１項１目一般管理費全体で１２億６７１３万１千円を計上いた
しております。３０年度に比べて３０１３万２千円の増額となっております。
１節報酬は、３０年度より３名増の準職員、合わせて１６名分の普通昇給及び
人事院勧告に基づく給与改定により１２６７万８千円の増加、２節給料は、３
０年度当初予算積算時との比較で１名増により２６５万７千円の増額、３節職
員手当は人事院勧告の給与改定に伴う勤勉手当の増額に対して、管理職手当、
期末勤勉手当において、定年退職者と新規採用者の差により１４５万６千円の
減額、４節共済費は、市町村職員共済組合負担金の率の上昇により２４９万１
千円の増額、７節賃金は、３０年度に比べ臨時嘱託職員５名の減少、これは定
年による民間委託や準職員発令等によるものでありますが、これにより、１１
０３万３千円の減額となっております。１９節負担金補助及び交付金は、職員
の定年退職により３年に一度、退職手当組合に対する清算納付金が発生するこ
となどにより、３０年度に比べ１９７７万７千円の増額となっております。ま
た、平取町１２０周年記念事業として功労者等の記念表彰式を行うため、１１
節の需用費を７６万３千円増額をいたしております。次に１０１ページ、２目
会計管理費１４７万円は、出納事務に関する事務費を計上しております。子育
て支援医療費還元事業の金券発行にかかる印刷費などを計上しております。３
０年度と比べ、公金取扱手数料の単価が下がったことから、全体で６万８千円
の減額となっております。１０２ページ、３目財産管理費３７８１万２千円の
計上であります。この費目は、役場庁舎、職員住宅及び振内単身者住宅等の管
理経費に関するものが主な内容でありますが、３１年度は川向の沙流川アート
館の大規模改修工事を行うことにより３０年度に比べて全体で１２１８万円の
増額となっております。需用費２１４万６千円の増額は、修繕料で役場に隣接
する既に老朽化した職員住宅を解体し、その後地を役場の駐車場として使用す
るためのものであります。１０３ページ、４目町有林管理費８８万５０００円
であります。例年、山火事巡視を沙流川森林組合に委託する委託料であります
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が、３０年度に備品購入費で町有林や治山事業の調査のために使用するドロー
ン１台を購入した事業が完了したことなどから、全体で２８万５千円の減額と
なっております。役務費２１万５千円の増額は、３０年度に導入したドローン
に関する手数料で、ドローン協会主催の操作養成講座手数料１７万４千円とド
ローン保険料４１万円にかかる経費となっております。１０４ページ、５目町
有林造成費７８２５万円であります。この費目は町有林の各種整備事業などを
計上しておりますが、３１年度は１７節公有財産購入費で、豊糠の水源涵養・
環境林を取得するなど３０年度に比べて、全体で８２０万７千円の増額となっ
ております。次に１０５ページ、６目広報広聴費６８９万５千円であります。
３１年度は町のホームページを改修するための委託料を増やすことなどにより
３０年度に比べて合計で３８万８千円の増額となっております。１０６ページ、
７目支所費６３７万３千円であります。これは３０年度まで、振内支所及び青
少年会館の清掃業務の嘱託職員が定年退職し３１年度から民間委託になること
から、振内合同庁舎等環境管理委託料が２６５万２千円増化いたしますが、一
方で工事請負費として平成３０年度に行った振内合同庁舎等の煙突改修工事が
完了したことにより、３０年度に比べて全体で７５０万７千円の減額となって
おります。１０７ページ、８目公平委員会費３万７千円であります。委員会開
催に伴う報酬、費用弁償を計上しております。３０年度と同額を計上いたして
おります。次に、１０８ページ、１０９ページ、９目企画費１億９９５万３千
円です。３０年度に比べ２億４０２２万７千円の減額となっておりますが、こ
れは３０年度までに実施した二風谷地区再整備事業が完了したことなどによる
ものであります。１３節委託料で木質バイオマス熱電併給設備等導入事業の実
施計画委託料を新たに計上したことなどにより、３０年度に比べて９７５万円
増額しております。１９節負担金補助及び交付金では、生活交通確保対策事業
費補助金が３０年度当初に比べ７５０万円増加したことなどにより、６５８万
７千円の増額となっております。なお、民間賃貸共同住宅整備費助成金１２０
０万円、住宅リフォーム促進助成金６００万円、町民税１％町づくり事業補助
金２００万円は、３０年度と同額の予算を計上しているほか、８節報償費で平
取町１２０年記念事業の一環として二風谷地区再整備地区の一体を二風谷コタ
ンと呼び、そのオープン記念講演会を開催するための講師謝金６万円を組んで
おります。１１０ページ、１０目水資源対策費３９８２万５千円であります。
１８節備品購入費は３０年度に中古の軽トラック購入が完了したことになどに
よる減となっており、３０年度に比較して全体で４６万８千円の減額となって
おります。１１１ページ、１１目交通安全対策費３５８万円であります。１１
節需用費は消耗品で交通安全指導員に貸与する被服整備が３０年度に比べて減
額したこと、同じく修繕料で３０年度に振内交通公園の舗装修繕などが完了し
たことにより、全体で４７万１千円の減額となっております。１１２ページ、
１２目イオル推進対策費２２０８万４千円であります。７節賃金で工芸指導員
等賃金１１名分、１１節需用費消耗品費でイオルの空間形成、自然素材活用、
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体験交流事業、１３節委託料において自然素材モニタリング調査業務２２４万
８千円など、３０年度の当初予算までは公益財団法人アイヌ民族文化財団が支
払っていたものを３１年度からは町で支払う仕組みとなり、その事務が財源と
ともに同財団から町に移行されたことによって、３０年度に比べて全体で１０
２０万１千円の増額となっております。１１３ページ、１３目アイヌ文化情報
センター費２１１万３千円であります。３０年度に比べ３１２万８千円の減額
であります。これは３０年度１３節委託料にあった除雪業務委託料を３１年度
から商工費の公園管理委託料に移したこと及び文化財課が所有する二風谷工芸
館の管理運営に関する経費を教育費、社会教育費に移したことなどによるもの
であります。１１４ページ、１４目諸費５１万７千円であります。１９節負担
金補助及び交付金の日高西部防犯柔剣道大会負担金が増額したことにより、３
０年度に比べ１万５千円の増額となっております。１１５ページ、２款２項１
目税務総務費５３万７千円であります。３０年度に比べ職員旅費を１万円減額
いたしております。１１６ページ、２目賦課徴収費１３４８万３千円で３０年
度に比べ３６６万４千円の増額であります。１３節委託料は３１年度から新た
に住民税課税台帳出力項目の記載項目の追加や、地方税共通納税システムの収
納消込みに対応する電算システムの改修を実施するとともに、１４節使用料及
び賃借料は３１年度に新しく固定資産管理システムを導入することなどによ
り、前年度より増額となっております。１１７ページ、２款３項１目戸籍住民
基本台帳費８８８万３千円であります。１４節使用料及び賃借料で住民記録の
電算システムがデータ保存の安全性を高めるため、日高管内そろって電算委託
会社のクラウド化に移行することにより、住民基本台帳ネットワークシステム
使用料が増加することで、３０年度に比べて全体で４１万５千円の増額となっ
ております。１１８ページ、２款４項１目選挙管理委員会費６４万２千円であ
ります。選挙管理委員報酬など委員会経営経費を、運営経費を計上いたしてお
ります。３１年度は、委員の費用弁償で委員会の出席回数が増えることなどか
ら３０年度に比べ１万４千円の増額となっております。１１９ページ、２目北
海道知事及び北海道議会議員選挙費５３１万３千円であります。平成３１年４
月７日に投開票が行われる北海道知事及び北海道議会議員選挙について、３０
年度予算では平成３１年３月末日までの経費を計上し、３１年度予算では４月
１日以降にかかる経費を計上しているため、投開票日を含む３１年度経費が３
０年度の経費に比べ全体で２５９万円増額をいたしております。１２０ページ、
３目参議院議員通常選挙費７３２万１千円であります。平成３１年７月に投開
票を予定されている３年に１度の参議院通常選挙に関する経費を計上いたして
おります。１２１ページ、４目平取町議会議員選挙費６００万３千円でありま
す。平成３１年４月２１日に投開票が行われる４年に１度の町議会議員選挙に
関する経費を計上いたしております。１２２ページ、２款５項１目諸統計費１
１１万５千円です。平成３１年度は農林業センサス、工業統計調査が行われる
ため、これに要する調査員等の報酬を計上したことなどにより、３０年度に比
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べて６７万３千円の増額となっております。１２３ページ、２款６項１目監査
委員費１０９万２千円であります。監査委員報酬関係事務費について計上して
おります。３０年度は、日高管内監査委員協議会役員会の回数の増加が見込ま
れることから全体で旅費が３千円の増額となっております。 

 

議長 休憩します。再開は１０時１５分といたします。 

   （休  憩  午前１０時０５分） 

   （再  開  午前１０時１５分） 

 

議長 再開します。 

 

総務課長 次に１２４ページから１２５ページをご覧願います。３款１項１目社会福祉総
務費２億９７１６万４千円、３０年度に比べて１８５万１千円の減額でありま
す。８節報償費、１３節委託料、及び１９節負担金補助及び交付金でアイヌ文
化伝統工芸にかかわる人材育成を図るため、地域おこし協力隊を１名から２名
に増員し、同じく委託料で平取町アイヌ文化振興基本計画を１０年ぶりに見直
し、今国会で成立する予定の、所謂アイヌ新法の趣旨に合致するよう計画の内
容を改定するための経費を計上することで３８１万７千円増額し、１９節負担
金補助及び交付金では町内の実行委員会が計画実施する先住民族国際フォーラ
ムの開催及び外国の少数民族との交流事業を内容とするアイヌ文化国際交流事
業補助金を新たに計上することにより、４１４万１千円の増額といたしており
ます。２０節扶助費は障害者福祉サービス費が減額する見込みであることから、
扶助費全体では１１１８万４千円の減額となっております。１２６ページ、２
目老人福祉費２億１６６万７千円で、３０年度に比べ７４１万２千円の増額で
あります。１３節委託料は要援護者支援台帳システムを新たに導入することな
どにより２５６万９千円増額し、１９節負担金補助及び交付金は後期高齢者医
療給付費負担金の増加などにより５１８万９千円の増額となっております。２
８節繰出金は後期高齢者医療特別会計への繰出しの増加によって２５６万３千
円の増額となっております。１２７ページ、３目すこやか福祉基金費１４３万
９千円であります。単身高齢者世帯に設置している緊急通報システム管理経費
等について計上しております。３０年度に比べて７万２千円の減額であります。
これは１３節委託料で６万６千円の減額が主なもので、緊急通報システム受信
センター委託料、端末装置の台数の減少によるものであります。１２８ページ、
４目福祉施設費は６２３万５千円で、３０年度に比べ３７８万４千円の増額と
なっております。平成３０年度は２年に１度実施するびらとり温泉ゆからの温
泉くみ上げポンプの点検修繕施設修繕が完了したことにより、３１年度１１節
需用費は１９５万１千円減額になった一方、平取かつら園に特殊浴槽を整備事
業補助金として５７３万５千円を新たに支出するものであります。１２９ペー
ジ、５目国民年金費６８万２千円であります。１３節委託料で国民年金の産前
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産後期間の免除対応と免除申請様式の見直しの対応のために、国民年金システ
ム改修業務委託料が増額することなどにより、３０年度に比べ３３万３千円の
増額となっております。１３０ページ、６目生活館費４３８９万３千円であり
ます。１５節工事請負費で新たに長知内ふれあいセンター周辺整備、豊糠生活
改善センターの改修、ペナコリ生活館の改修、みどりが丘住民センターのトイ
レ改修の各工事を行う予算を計上し、３０年度に比べて１３６１万９千円の増
額となっております。１３１ページ、７目共同作業場費１８３４万１千円であ
ります。１３節委託料でアイヌ工芸伝承館管理業務委託料と、匠の道駐車場用
地確定測量委託料を新たに計上しましたが、３０年度に民芸品共同作業場の外
構と同作業場の代替駐車場等整備工事が完了したことにより、３０年度に比べ
て全体で３６３０万５千円の減額となっております。１１節需用費、３０年度
に比べて２７４万１千円減っておりますが、これはアイヌ工芸伝承館の光熱水
費などを１３節委託料平取町アイヌ工芸伝承館業務委託料に移したことによる
ものであります。２１節貸付金４００万円は地域活性化協議会に対し農泊推進
事業にかかる資金を貸付けするものであります。なお、１１節需用費消耗品費
２５万円は平取町１２０周年記念事業の一環としてアイヌ工芸伝承館のオープ
ンセレモニーを実施するための予算となっております。１３２ページ、８目介
護支援費２２０万円であります。地域包括支援センターの運営に関する事務的
経費を計上しております。１３節委託料で介護保険対応システムの改修委託料
などの減額により、３０年度に比べて全体で４６万７千円の減額となっており
ます。１３３ページ、９目ふれあいセンター管理費３０３２万４千円でありま
す。３０年度に比べて１０２万３千円の増額です。１１節需用費はふれあいセ
ンター暖房用重油単価の上昇による燃料費の増加などにより３０年度に比べて
１１６万８千円増額するほか、１３節委託料はふれあいセンターの中の看板や
照明など、天井からの吊りもの装置の点検業務委託料が３０年度に完了してい
ることなどから３７万３千円の減額となっております。１４節使用料及び賃借
料で業務量の増加により印刷複合機等の事務機機器使用料が増加したことによ
り、６９万９千円の増額となっております。１３４ページ、１０目子供発達支
援センター費２２５万５千円であります。ふれあいセンターの２階にある子供
発達支援センターの管理運営に関する経費を計上いたしております。１８節備
品購入費で整備する備品が少なくなったことから、３０年度に比べて全体で５
万３千円の減額となっております。１３５ページ、２項児童福祉費１目児童福
祉総務費２７５３万４千円で、３０年度に比べ１８万８千円の減額となってお
ります。１１節需用費は３０年度荷菜保育所でブランコほか遊具の修理が完了
したことなどにより、３０年度に比較して１１４万５千円の減少となっており
ます。１３節委託料は第２期子ども子育て支援事業計画を策定するための業務
委託料を計上したことなどにより３５５万６千円の増額となっております。２
０節扶助費はすこやか赤ちゃん誕生祝い金の減少を見込んで、１６５万円の減
額となっております。１３６ページ、２目児童措置費２億３３３４万９千円で
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あります。７節賃金は幼児教育無償化にかかる事務量の増加に対応するため全
額国費により８カ月間臨時職員を雇用するものであります。１３節委託料は貫
気別の弥生保育園に入所する見込みの園児が減って保育所運営費が減少してい
ることから、委託料全体で３０年度に比べ１１０９万９千円の減額となってお
ります。２０節扶助費は児童手当受給対象の児童が減少しているため、３０年
度に比べ１５８万円減額しており、この項目全体では３０年度と比較して１０
７２万８千円の減額となっております。１３７ページ、３目児童福祉施設費２
３６万６千円であります。この科目はふれあいセンター２階のびらとり児童館
及び振内の児童クラブの運営費について計上しております。３０年度に比較し
て１０万２千円の増額となっております。１８節備品購入費で児童館・児童ク
ラブ用の備品カラープリンターと加湿器を新たに購入する予算８万７千円を計
上いたしております。１３８ページ、４款衛生費に移ります。４款１項１目保
健衛生総務費２９１万８千円の計上であります。３０年度に比較して全体で７
万５千円の減額となっております。１１節需用費で歯のブラッシング対策事業
の消耗品が減ることなどにより６万９千円の減額となっております。１３９ペ
ージから１４０ページ、２目予防費は各種予防接種経費や健診委託料等につい
て計上しております。３７０１万８千円の計上であります。１３節委託料でミ
ニ人間ドック健診委託料を増額したことなどにより１５０万１千円の増額とな
り、３０年度に比較して全体で３０万５千円の増額となっております。１４１
ページ、３目保健活動費４３万６千円は保健活動業務にかかる職員の出張旅費
や事務経費を計上しております。１１節需用費修繕料及び１２節役務費に関し
て、３０年度にはなかった公用車の車検費用を３１年度計上することによりこ
の項目全体で９万２千円の増額となっております。１４２ページ、４目環境衛
生費１億６５５４万円であります。廃棄物、し尿処理、ごみ処理組合負担金、
有害鳥獣駆除等にかかわる経費について計上しております。３０年度に比較し
て３２３万５千円の増額となっております。１９節負担金補助及び交付金は平
取町外２町衛生施設組合に対する負担金が増額となったことなどから、３０年
度に比べて３１５万円増額いたしております。ここで平取町外２町衛生施設組
合負担金及び胆振東部日高西部衛生組合負担金について、ご説明いたしますの
で予算説明資料の２７ページをお開きいただきたいと思います。予算説明資料
２７ページ、平成３１年度平取町外２町衛生施設組合負担金計算書Ｎｏ．１に
ついて説明いたします。上段の表１番左が費目の区分となっておりまして、１
番右に構成町負担金が記載されております。平取町の負担金は右から３列目で、
議会費３０万４千円、総務費２５５２万１千円、事業費５７４３万１千円、公
債費１１６３万６千円、予備費２２万９千円、合計９５１２万１千円。３０年
度との比較増減で３０１万８千円の増額となっております。負担割合は、議会
費は３町の均等割で、その他は均等割２０％、国勢調査人口割８０％として算
出されております。次に、衛生施設組合全体としての予算規模について２８ペ
ージをご覧いただきたいと思います。２８ページ、平取町外２町衛生施設組合
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負担金計算書Ｎｏ．２の３１年度予算額Ａ欄に記載の歳入歳出各合計欄に記載
のとおり３１年度５億３２２０万円で、３０年度に比べて比較増減Ａ－Ｂが２
億６９３０万円の減額となっております。これは事業費の焼却処理施設費で、
３０年度に焼却施設補修工事が完了したことが主な理由であります。次に、胆
振東部日高西部衛生組合予算について説明いたしますので予算説明資料の２９
ページをお開き願います。予算説明資料２９ページ、平成３１年度胆振東部日
高西部衛生組合一般会計予算比較表について説明いたします。下段の表２歳出、
３１年度Ａの合計１億７９６６万１千円で、３０年度に比較して４１７万１千
円２．３％の減額となっております。３１年度し尿収集量の減少及び建物貸付
収入の減少などによるものであります。次に３１ページをお開き願います。上
段、平成３１年度関係町別負担金計算書（当初）をご覧願います。右から２列
目にある平取町の負担金額は、経費区分１号の議会費等、２号の投資公債費、
３号の経常経費合計で下から４行目、条例による算出額Ｆに記載の２２８０万
９千円となっております。なお、負担金の負担割合は議会費等については、構
成５町の均等割、経常経費に関しては国勢調査人口割が３５％、収集量割が６
５％となっており、平取町の負担率は２１．１％となっております。続いて予
算書の１４３ページにお戻り願います。予算書１４３ページ、５目墓地火葬場
費１８６万８千円であります。墓地及び火葬場の管理経費について計上してお
ります。１１節需用費修繕料で３０年度に貫気別の墓地の階段の改修が完了し
たことなどにより、平成３０年度に比べて全体で４６万４千円の減額となって
おります。１９節負担金補助及び交付金で、振内共同墓地自主移転者補助金２
５万円を計上しておりますが、これは胆振東部地震で被害が大きかった振内の
共同墓地について、移転しようとする遺族のために３０年９月補正で予算化し
たものと同様の補助金でありますが、工事の関係で平成３１年３月までに移転
することが難しい町民に配慮し、３１年度も延長して予算計上したものであり
ます。１４４ページ、６目診療所費７８４万４千円であります。３０年度に比
べ１１７万５千円の減額となっております。３０年度に１１節需用費修繕料で
平取歯科診療所のボイラー改修が完了したこと、また同じく３０年度に１８節
備品購入費で振内診療所への高圧蒸気滅菌器の導入が完了したことなどによ
り、全体で１１７万５千円の減額となっております。１４５ページ、２項上水
道費１目小規模給水施設費４０９３万２千円であります。３１年度は１５節工
事請負費で新たに去場地区水道配水管整備工事の予算を計上した一方、同設計
委託料が３０年度で完了していることから、差引合計で３０年度に比べて２３
４０万円の増額となっております。１４６ページ、２目小規模給水施設管理費
４５０万円であります。川向営農用水施設の管理経費等について計上しており
ます。１１節需用費光熱水費、電気料の増加、１３節委託料、施設管理委託料
の増加などで、３０年度に比べて全体として１０万円の増額となっております。
１４７ページ、４款３項１目排水処理費５８５０万８千円であります。雑排水
処理施設の管理経費等を計上しております。１１節需用費修繕料の減少などに
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より、３０年度に比べ全体で３２万２千円の減額となっております。１４８ペ
ージ、これより５款農林水産業費に移ります。５款１項１目農業委員会費６９
６万３千円であります。ここでは農業委員会の活動経費等について計上してお
ります。９節旅費は３年に１度の農業委員の道外視察に職員が随行するための
旅費の計上などにより、２１万円の増額、１３節委託料は２年に一度行う地籍
図の現況重図書込業務委託料が３１年度は発生しないことなどにより、３０年
度に比べて３６万３千円の減額となっており、１目農業委員会費全体で３０年
度に比較して１５万１千円の減額となっております。１４９ページから１５０
ページ、２目農業振興費１億５６００万３千円であります。農業の振興にかか
る各種事業費を計上しております。１３節委託料で当初予算として、新たにと
まとの里構想推進事業委託料を計上したことなどにより７５２万２千円の増
額、１５節工事請負費で３０年度にトマト第２選果場野菜選別施設整備事業が
完了したことで、３０年度に比べて５０７６万円の減額、１９節負担金補助及
び交付金は中山間荷菜ケナシ地区排水設備事業の事業費が減少することにより
町の負担金が減額し、新規就農者用リース農場整備事業に関しては３１年度の
対象者がいないことなどにより１９節全体で６２９７万２千円の減額、２目農
業振興費全体で３０年度に比べて１億３１万円の減額となっております。１５
１ページ、３目後継者対策費５０万６千円であります。この項目は農業後継者
対策の事務費、農村ふれあい事業補助金について計上しております。農業後継
者対策協議会をグリーンパートナー対策協議会に改編するなどの組織やイベン
トの見直しなどによって、３０年度に比べて５万４千円の減額となっておりま
す。１５２ページ、４目畜産業費５４５８万５千円であります。家畜共進会経
費、軽種馬消流対策費畜産公社関係費、町営牧野管理委託料などについて計上
いたしております。３０年度に比べて１３４７万５千円の増額となっておりま
す。１３節委託料で町から畜産公社への牧野管理委託料を減額した一方、２４
節投資及び出資金で畜産公社に対して町から新たに２３００万円の増収を行う
ものであります。１５３ページ、５項目山村振興等農林漁業特別対策事業費３
００万円であります。金額は３０年度と同額となっております。１３節委託料
で振内トマトジュース工場の管理委託料となっております。１５４ページ、５
款２項１目林業総務費１５５万７千円、地域緑化推進経費、林野火災予消防対
策協議会経費などについて計上しております。１９節負担金補助及び交付金で
平取町環境保全普及センター改修事業補助金が平成３０年度で完了したことに
より、２５０万円の減額となっていることなどから、平成３０年度に比べて全
体で１９３万８千円の減額となっております。１６節原材料費は３０年度に比
べ３０万円増額しておりますが、これは平取町１２０周年記念事業の一環とし
て本町地区に桜の木５０本を植え、植樹祭を開催するための経費となっており
ます。１５５ページ、２目林業振興費３０２３万６千円であります。民有林活
性化推進事業等の関係事業を計上しております。１９節負担金補助及び交付金
で３１年度から新規に森林環境譲与税が創設され、これに関する間伐促進、作
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業路修繕のための補助金１１５０万円が新たに増加し、またこれに関連し１１
節需用費消耗品費で木育関係ＰＲ用記念品を購入することなどにより、３０年
度に比べ全体で１０７８万９千円の増額となっております。１５６ページ、３
目治山治水費２６０３万１千円であります。生活環境保全林管理委託費及び小
規模治山事業費について計上しております。１５節工事請負費は小規模治山事
業で貫気別の丸山地先での工事を始めますが、３０年度完了した水口の沢の工
事に比べ事業量が６００万円少ないことから、３０年度に比べて全体で６０３
万９千円の減額となっております。１５７ページ、４目林道費５６２１万４千
円で、３０年度に比べ２８００万円の減額となっております。１３節委託料が
３０年度に比べ３１００万円減額となっているのは、３０年度に実施した林業
専用道川向線の調査設計、林道橋梁点検診断業務委託が完了したことによるも
のであります。１５節工事請負費は、２７年度から事業を始めているその他林
道オユンベ線改良工事が工事量の増加によって３００万円の増額となっており
ます。１５８ページ、６款商工費に移ります。６款１項１目商工総務費１億６
６４１万８千円、３０年度に比較して４９９９万７千円の増額となっておりま
す。ふるさと応援寄附金、所謂ふるさと納税の収入を３０年度の１億円から３
１年度は１億５０００万円と見込み、これに伴う経費を計上したものでありま
す。１１節需用費はふるさと納税に対する返戻品などの経費の増加を見込み３
０年度に比べて２５２１万５千円増額し、１３節委託料はふるさと納税広告配
信業務委託料の増額、ふるさと納税システム委託料の増額などにより３０年度
に比べて１１４８万４千円増額し、１４節使用料及び賃借料はふるさと寄附金
システム利用料、インターネット公金支払利用料の増額と、ふるさと納税イベ
ント会場使用料の新規計上で１６４万円の増額としております。２５節積立金
は平取町ふるさと応援基金積立金として、３０年度に比べ１１２２万１千円多
い３５０５万７千円を見込んでおります。１５９ページ、２目商工振興費６０
３６万円であります。１９節負担金補助及び交付金で北海道からの補助金算定
ルールの変更により、商工会補助金が５３万円増額していることなどにより、
３０年度に比べ全体で４６万１千円の増額となっております。１６０ページ、
３目地場産業振興費１１５万４千円であります。１９節負担金補助及び交付金
のうち、地場産業振興対策補助金１００万円は地場産業の振興に寄与すると認
められる試験研究及び設備の導入に関して町が補助するもので、地場産業振興
融資資金利子補給費補助金１５万４千円は、当該制度を利用して融資を受けた
事業者に対する利子補給となっております。３０年度に比べ６万８千円の減額
となっているのは、利子の金額の減少によるものであります。１６１ページ、
４目地域振興費１８万４千円であります。３０年度に比べて５万円の増額とな
っております。市街地再開発に関する管理経費等を計上しております。１１節
需用費消耗品費はみどりが丘中央線かつら通りポケットパークの花の苗代に、
３１年度は５年に１度プランター２０個６万円を加えて１０万円にしておりま
す。１６２ページ、６款２項１目観光振興費３１３４万３千円であります。３
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０年度に比べて全体で１８９万５千円の増額となっております。１１節需用費
印刷製本費ではすずらん群生地のパンフレットを更新し、二風谷コタンのパン
フレットを新たに作成する経費を計上するなど８７万８千円の増額とし、１９
節負担金補助及び交付金はホームページのリニューアルや平取町１２０年記念
事業の一環として沙流川まつりの経費の増額を行うため観光協会補助金を増や
したことなどにより、３０年度に比べ７７万２千円の増額となっております。
１６３ページ、２目公園管理費５８７２万１千円であります。すずらん群生地
管理経費及び二風谷ファミリーランドをはじめ、各公園の管理経費について計
上しております。３０年度対比で１６１万７千円の増額となっております。１
１節需用費は修繕料で平成３０年度に二風谷ファミリーランドにグランピング
を設置し、及びすずらん群生地の観賞道拡幅工事が終了したことなどで２３２
万７千円の減額となっております。１３節の委託料は二風谷観光公園の管理面
積が増加し管理委託料や除雪業務委託料が増加したことなどにより３３０万５
千円の増額となっております。 

 

議長 休憩します。再開は１１時５分といたします。 

   （休  憩  午前１０時５５分） 

   （再  開  午前１１時０５分） 

 

議長 再開します。引続き説明を求めます。 

 

総務課長 １６４ページ、土木費に移ります。７款１項１目土木総務費６８万３千円であ
ります。ここには土木関係事務費や加盟団体への負担金を計上いたしておりま
す。９節旅費は職員旅費を実績に基づき２万円減額し、１１節需用費で建設新
聞購読料５万円を新たに計上したほか、１９節負担金補助及び交付金では負担
金算定方法の変更により３万３千円の減額となっていることで、３０年度に比
べ全体で３千円の減額となっております。１６５ページ、７款２項１目道路維
持費１億１０４７万６千円、３０年度対比で７６６万５千円の増額であります。
１３節委託料で町道維持管理委託料、町道除雪委託料、道路台帳整備委託料が
それぞれ労務単価や燃料費の上昇により増額していることから、３０年度に比
べ全体で７６６万５千円の増額となっております。１６６ページ、２目道路新
設改良費１９３１万３千円であります。１３節委託料は振内岩知志線擁壁改修
工事実施設計委託など、３つの業務委託が完了したことから３０年度に比べて
４４７万８千円減額しております。１５節工事請負費は振内岩知志線擁壁改修
工事など３つの工事が終了したことから、３０年度に比べて１億５２５０万円
の減額となっております。２目全体で３０年度に比較して１億５６８４万円の
減額となっております。１６７ページ、３目橋梁維持費１億７０３０万円、３
０年度に比べて７４００万円の増額となっております。１３節委託料は仁世宇
中央橋橋梁詳細設計委託が完了したことから、３０年度に比べて３４００万円
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の減額となっております。１５節工事請負費は仁世宇１号橋橋梁架換工事と、
トエナイ線旭１号橋橋梁補修工事が始まるため３０年度に比べて１億８００万
円の増加となっております。１６８ページ、７款３項１目河川維持費２３４３
万２千円であります。普通河川にかかる維持補修費を計上いたしております。
１３節委託料はオサツナイ沢川調査設計委託料が完了したことにより全体で３
０年度に比べ１４４万９千円の減額となっております。１６９ページ、７款４
項１目住宅管理費４６４０万２千円であります。町営住宅の維持管理経費につ
いて計上しております。３０年度に比較して２３万９千円の減額となっており
ます。１３節委託料で雑排水管清掃業務委託料について施工対象箇所が変わり
事業量が少なくなることから２５万５千円の減額となっております。１７０ペ
ージ、２目住宅対策費８６０万６千円であります。ここにはアイヌ住宅改良資
金貸付金、これにかかる経費並びに選考委員の報酬等を計上しております。平
成３０年度と同額となっております。１７１ページ、３目住宅建設費３２万４
千円、３０年度に比べて２万円の減少となっておりますがこれは職員旅費と消
耗品費を実績により減額したことによるものであります。１７２ページ、８款
消防費に移ります。８款１項１目消防費１９節負担金補助及び交付金日高西部
消防組合負担金３億２３１５万８千円、３０年度に比較して２９０６万６千円
の増額となっております。本年度、負担金が増額となった要因は現在、平取消
防署に配備されている大型水槽車平取２号車が平成５年に配備されたもので既
に２５年が経過し老朽化が進んでいるため、３１年度にポンプ付大型水槽車に
更新することによるものであります。日高西部消防組合負担金について説明い
たしますので予算説明資料の２６ページをお開きいただきたいと思います。予
算説明資料の２６ページ、平成３１年度日高西部消防組合負担金についてご説
明いたします。上段の表の１番左の費目の区分をご覧願います。議会費の平取
町負担金小計①４０万円、消防本部費②１８４０万７千円、ヘリ負担金③１７
万８千円、共通経費合計（Ａ）１８２７万５千円であります。負担割合は議会
費等が２町の均等割で消防本部及びヘリ負担金が財政割１５％、人口割８０％、
平均割５％となっております。次に中段の表、署・支署費等小計３億１３６５
万９千円、公債費等小計７９万６千円、構成町経費合計（Ｂ）３億１４４５万
５千円、歳出合計（Ａ）＋（Ｂ）３億３２７３万円、庁舎負担金（Ｄ）１０４
万６千円、署・支署歳入（Ｅ）１０６１万８千円を差引き、負担金（Ｃ）－（Ｄ）
は３億２３１５万８千円となっております。構成町２町合計では９億１１５万
８千円となっております。なお、庁舎負担金は平成２７年度に改築されました
消防本部庁舎に関する平取町負担金１５６８万円を２８年度から１５年分割で
支出するものであります。また下段右の表、歳出の３０年度との比較で、歳出
合計（Ｂ）比較増減で３９２５万９千円の増加となっておりますが、これは先
ほどご説明いたしました平取消防施設費で３１年度に大型ポンプ車１台を購入
することが主な理由となっております。次に予算書１７３ページにお戻り願い
ます。予算書１７３ページ、２目災害対策費７８７万円であります。１３節委
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託料は防災ガイドマップ作成業務委託が３０年度に完了しましたが、３１年度
新たに要支援者台帳システム整備業務委託料及び防災用地図情報システム保守
業務委託料を計上したことから２７５万６千円の増額となり、１８節備品購入
費はＪアラート全国瞬時警報システムの新型受信機を導入する事業が３０年度
に完了したことから２９６万５千円減額し、全体で３０年度に比べ２４万５千
円の減額となっております。１７４ページ、９款教育費に入ります。９款１項
１目教育委員会費２０４万４千円であります。教育委員の報酬及び費用弁償な
どについて計上いたしております。３０年度と同額となっております。１７５
から１７６ページ、２目事務局費７５３４万円であります。７節賃金は小中学
校の時間講師１名減により２４１万円を減額し、１４節使用料及び手数料は校
務用事務機器使用料で、小中学校のパソコンは現在Ｗｉｎｄｏｗｓ７のものを
使っておりセキュリティー並びにプログラムエラーに関するサポートが平成３
２年１月１４日で終了することが決まっているためそれまでの間に全９０台の
パソコンをＷｉｎｄｏｗｓ１０に入れ替えなければならないことから、これに
必要なリース料を計上したもので１４節で２９４万８千円の増額となっており
ます。１９節負担金補助及び交付金は３０年度対比８１万円の増額となってお
りますが、これは平取高校の入学志願者の増加により通学費、制服購入補助金
が増加することが主な理由であります。３０年度に比べて２目事務局費全体で
８７万７千円の増額となっております。１７７ページから１７８ページ、９款
２項小学校費１目学校管理費１億６９７３万２千円、３０年度に比べて３０３
９万９千円の増額となっております。１３節委託料は学校管理委託料で振内小
学校の校舎管理をしていた町の嘱託職員の公務補が定年退職となるため民間委
託することにより学校管理費が増加するなど委託料で３０年度対比４５７万８
千円増額し、１５節工事請負費は３０年度で紫雲古津小学校体育館屋根改修及
び同校舎外壁改修工事が完了しましたが新たに紫雲古津小学校グラウンド整備
工事、平取小学校省エネルギー化設備導入工事、貫気別小学校屋根改修工事、
教員住宅解体工事を着工することにより、３０年度に比べて２５７０万３千円
の増額を計上しております。１７９ページ、９款２項小学校費２目教育振興費
１７５０万円、３０年度に比べ７５万９千円の減額となっております。１７節
公有財産購入費で児童用パソコン等購入費が３０年度に比べて７５２万２千円
の減額となっております。これは平成２６年度に購入したものが３０年度でそ
の償還が完了したことによるものであります。１８節備品購入費社会科副読本
を更新し小学校教科指導書を購入するため、３０年度に比べて６４０万円の増
額となっております。１８０ページ、３目学校建設費１億４６２６万３千円で
あります。１３節委託料で二風谷小学校校舎大規模改修工事実施設計委託料を
新たに計上し、１５節工事請負費で振内小学校大規模改修工事を計上したこと
により、３０年度に比べて１億４０７０万９千円の増額となっております。１
８１ページ、９款３項中学校費１目学校管理費６５１３万２千円であります。
中学校の管理経費について計上しております。３０年度に比べ２３７０万２千
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円の増額となっております。１５節工事請負費は平取中学校省エネルギー化設
備導入工事で学校施設にＬＥＤ照明を導入するもので、３０年度に比べて２３
１１万３千円の増額となっております。１９節負担金補助及び交付金は遠距離
通学費補助金が増となっており１２７万９千円の増額であります。１８２ペー
ジ、２目教育振興費７４５万１千円、３０年度に比べ４１１万７千円の減額で
あります。１７節公有財産購入費で生徒用パソコン等購入費が３０年度に比べ
て４１９万４千円の減額となっております。これは平成２６年度に購入したも
のが３０年度で償還が完了したことによるものであります。１８節備品購入費
は中学校の道徳の指導書購入が完了したため３０年度に比べて６０万円の減額
となっております。１８３ページ、９款４項１目社会教育総務費１７００万５
千円、３０年度に比べ６９万２千円の増額となっております。８節報償費につ
いて平取町１２０周年記念事業の一環として３１年１０月に淡路人形浄瑠璃を
招いて中央公民館で芸術鑑賞会を開催するため出演者に対する謝金を計上いた
しております。また新たに町内在住外国人日本語教室を開催するとともに学校
運営協議会委員報酬を計上することなどにより、３０年度に比べて９２万９千
円の増額となっております。１９節負担金補助及び交付金は３０年度青少年国
際交流事業が完了したことなどにより１０５万円の減額となっております。１
８４ページ、９款４項２目公民館費４６３５万円であります。中央公民館の管
理運営費について計上しております。３０年度に比較して１７１５万９千円の
増額となっております。１１節需用費は３０年度に比べ１１８万７千円の減額
でありますがこれは中央公民館２階トイレ修繕が完了したことによるものであ
ります。１５節工事請負費では新たに中央公民館省エネルギー化設備導入工事
として、照明のＬＥＤ化と変圧器の更新などを実施するものであります。１８
節備品購入費は３０年度に大ホールの椅子購入事業が完了したことにより２８
１万９千円減額いたしております。１８５ページ、１８６ページ、９款４項３
目文化財保護費３９４３万１千円であります。文化財審議会、二風谷アイヌ文
化博物館管理費、アイヌ文化体験学習事業などについて計上しております。３
０年度に比べ５６８万８千円の減額となっております。１１節需用費は、修繕
料で３０年度は博物館前の４号チセの屋根の葺き替えと床の貼り替えを行った
事業が完了したことなどにより、３０年度に比べて２６５万８千円の減額とな
っております。１３節委託料は平取町開拓財産展示制作委託料が３０年度完了
したことなどにより、３０年度に比べて３２４万９千円の減額となっておりま
す。 

 １８７ページ、９款４項４目埋蔵文化財保護費５４万７千円であります。この
科目は事業の実施に伴って遺跡が発掘された場合に緊急的に試掘するための調
査作業員賃金、機械借上料、連絡車の使用料などを計上しております。３０年
度に比べ１万７千円の減額となっております。９節旅費１万円の減額は日高管
内社会教育職員研究協議会学芸部会が、３１年度は平取町で開催されるため出
張を要しないことによるものであります。１８８ページ、９款４項５目沙流川
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歴史館管理費３４８万７千円であります。歴史館の管理経費を計上しておりま
す。９節旅費は３１年度沙流川歴史館講座の外部講師招聘を行わないため１０
万８千円減額し、１４節使用料及び賃借料はコピー機使用料などの経費が減額
しているため５目全体で３０年度に比べ８万８千円の減額となっております。
１８９ページ、９款４項６目二風谷工芸館管理費１２６万３千円であります。
２款１項１３目アイヌ文化情報センター費から一部分離して平成３１年度から
の新しい項目を作ったもので、アイヌ文化情報センター費はアイヌ施策推進課
が担当し、二風谷工芸館管理費は文化財課の担当としたものであります。７節
賃金は二風谷工芸館代替管理人賃金２名分と工芸館の管理運営に必要なクラフ
ト包装紙などの消耗備品費、電話料を内容とする通信運搬費、備品は電子レジ
スターを購入するものであります。１９０ページ、７目図書館費７３６万９千
円図書館の管理運営に関する経費を計上しております。３０年度に比べて７４
万８千円の減額となっております。１４節使用料及び賃借料は図書館システム
のリース期間が満了し無償譲渡を受け経費が発生しなくなることなどから、３
０年度に比べ１２２万６千円の減額となるものであります。１９１ページ、９
款５項１目保健体育総務費４２１万円であります。スポーツ教室講師謝金、各
種スポーツ団体への補助金など、スポーツ振興のための予算項目となっており
ます。３０年度に比べ８万６千円の減額であります。１９節負担金補助及び交
付金で平取町スポーツ少年団本部補助金が減額したほか、平取町１２０年記念
事業の一環として北海道日本ハムファイターズ野球教室を開催するための補助
金として１８万円を新たに計上いたしております。１９２ページ、９款５項２
目体育施設費５１２５万１千円であります。町民体育館、振内青少年会館、貫
気別町民センター、旧荷負小学校及び町民プールの管理経費を計上しておりま
す。３０年度に比べて２４１３万９千円の増額であります。１１節需用費は燃
料費の単価アップなどにより、３０年度に比べて１４６万２千円の増額となっ
ております。１５節工事請負費は町民体育館省エネルギー化設備導入工事で、
町民体育館の照明をＬＥＤ化し変圧器を更新するものであります。１９３ペー
ジ、９款６項１目学校給食費３４１７万４千円、３０年度に比べて２５万７千
円の増額となっております。小学校、中学校に学校給食を提供するための管理
経費を計上いたしております。１１節需用費は燃料単価のアップにより３０年
度に比べて２０万１千円の増額となっております。１９４ページ、１０款１項
１目現年発生災害復旧費６４万５千円であります。この科目は災害発生時の応
急復旧費等について計上しております。１９節負担金補助及び交付金で北海道
災害復旧促進協会特別負担金が３０年度と比べて５万５千円の減額となってお
ります。１９５ページ、１１款１項公債費１目元金６億４８７万２千円起債の
借入元金の償還金となっております。２８年台風災害による償還が３１年度よ
り始まるため、３０年度に比べ２４３５万４千円の増額となっております。な
お、各起債区分ごとの償還予定、現在高については２１５ページに記載をいた
しております。１９６ページ、１１款１項公債費２目利子、償還金利子及び割
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引料３０６７万円起債の金利償還分であります。３０年度に比べ６１３万円の
減額となっております。一時借入金利子は１５０万円を計上いたしております。
１９７ページ、１２款１項１目国民健康保険病院特別会計繰出金３億５４７８
万２千円であります。町民に対する適切な医療サービスを提供するために一般
会計から国保病院会計に対して事業の運営資金を補てんするものであります。
１９８ページ、２目簡易水道特別会計繰出金、一般会計から水道会計に対して
経営の安定のために事業の運営資金を補てんするものであります。６９２１万
７千円を計上しております。１９９ページ、１２款２項１目平取町財政調整基
金積立金３０８万５千円であります。この項１目から２０６ページの８目平取
町金券基金積立金を除く２０７ページの９目平取町地域雇用創出基金積立金に
関しましては、金融機関預入等の利率を０．０３％から０．０８％として積算
しその利子分を積み立てるものでありますので説明は省略させていただきま
す。次に２０６ページをお開き願います。２０６ページ、１２款２項８目平取
町金券基金積立金６７０万円は中学生以下の町民の医療費の自己負担分を実質
無料にするための子育て支援医療費還元事業に関するもので、町が当該医療費
相当分を町内で使える金券に変えて発行するものであります。３０年度と同額
を計上しております。次に２０８ページをお開き願います。２０８ページ、１
３款１項１目予備費であります。３０年度と同額の５００万円を計上しており
ます。以上で歳出に関する説明を終了いたします。続いて歳入に関する説明を
行いますので１１ページをお開きいただきたいと思います。予算書１１ページ、
歳入について説明いたします。１款１項１目町民税個人１節現年度課税分２億
４３４８万６千円、均等割は納税義務者２３９４人とし税額３５００円、収納
率９８％で収入見込額８２１万１千円を見込んでおります。所得割は課税所得
を３０年度と比べ２億４１８万３千円増加の４０億１６７１万７千円と見込み
平均税率６％を掛けて算出した税額を２億４１００万３千円とし、これから住
宅借入金等控除分を差し引いた金額に収納率９８％を乗じた収入額を２億３５
２７万５千円として計上しております。１節合計では３０年度に比較し１２２
７万５千円の増額となっております。２節滞納繰越分は収納率を１５％と見込
み２２２万７千円を計上し１目合計で１２３９万３千円の増額を見込んでおり
ます。１２ページ、１款１項２目法人１節現年度課税分２５９９万９千円であ
ります。均等割は３０年度と比べ４社多い１３４法人１２３０万５千円を計上
しております。法人税割は本年９月までは税率１２．１％、国の税制改正によ
り１０月以降は８．４％で１３６９万４千円と見積もり３０年度予算対比で１
１０万２千円の増加を見込んでおり、２目合計としては３０年度より１５３万
７千円の増額となっております。１３ページ、１款２項１目固定資産税１億７
２６９万４千円であります。１節の現年課税分の土地については３０年度中の
地目変更等を積算し課税標準額を１９億１８００万円とし、税率を乗じた算出
税額から生活保護等の減免額を控除した調定見込額に収納率９７％を掛けた収
入見込額を２６００万３千円としております。家屋は新築・増築・滅失等を積
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算し課税標準額を５０億６６９２万９千円として算出される税額に新築等減免
額を控除し収納率９７％を乗じた６７２９万４千円を収納見込額としていま
す。償却資産は申告書等により課税対象の把握を行い課税標準額を３０年度対
比４億５７５７万２千円増の５６億５９１４万３千円とし税率を乗じた調定見
込額に収納率９７％を掛けて収納見込みを７６８５万１千円としております。
滞納繰越分は収納率１５％を見込み２５４万６千円、１目合計では３０年度に
比べ８４６万２千円の増額としております。１４ページ、１款２項２目国有資
産等所在市町村納付金及び交付金１０８６万２千円を計上しております。国有
林野・道有資産・北海道開発局管轄の資産など国や道等から、所有する収益的
な事業に使われる資産について固定資産税のかわりに国から交付されるものと
なっております。１５ページ、１款３項１目軽自動車税１４８１万３千円１節
現年課税分で３０年度に比べ３０万６千円増の１４６２万９千円としておりま
す。環境性能割２３万３千円は平成２８年度の税制改正により３１年１０月か
ら自動車取得税が廃止され、新税として消費税増税に合わせて導入されるもの
であります。２節滞納繰越分は収納率を１５％とし１８万４千円の収入を計上
しております。１６ページ、１款４項１目町たばこ税で３７３４万７千円旧３
級品は平成３０年度決算見込みから４９万４７７０本と見込み税率を乗じた調
定額で１９７万８千円を計上しております。旧３級品以外は３０年度の決算見
込みから６２１万３９４０本とし税率を乗じた調定額を３５３６万９千円と見
込んでおります。１７ページ、１款５項１目入湯税はびらとり温泉ゆからの宿
泊者を８０００人と見込み税率１人１５０円を乗じて１２０万円の税収を見込
んでおります。１８ページ、２款１項１目地方揮発油譲与税は平成３０年度決
算見込み数値に地方財政計画等の推定交付率を乗じて１９３０万円と見込んで
おります。１９ページ、２款２項１目自動車重量譲与税であります。国税とし
ての自動車重量譲与税を市町村道の延長、面積に応じその３分の１が地方に交
付されるもので、平成３０年度決算見込み数値に地方財政計画等から予想され
る推定交付率を加味し、３０年度対比１４０万円減の４７４０万円を見込んで
おります。２０ページ、２款３項１目森林環境譲与税であります。平成３０年
度税制改正で決定され平成３１年度より新たに町に対して譲与されるものであ
ります。譲与基準として市町村には私有林、人工林面積、林業就業者数、人口
で案分計算され平取町は１２５０万円の金額となっております。使途は森林環
境及びその促進に関する費用に充当されることになっております。２１ページ、
３款１項１目利子割交付金これは貯蓄などに伴い生じる利子の額に応じて徴収
される利子課税のうち５％は道民税となり、このうちの５分の３は市町村の個
人道民税の額に応じて市町村に配分され交付されるものであります。平成３０
年度決算見込み数値により３０年度同額の１００万円と見込んでおります。２
２ページ、４款１項１目配当割交付金であります。これは上場株式等の配当に
対し北海道が課税し、そのうちの５９．４％相当額が市町村に交付されるもの
であります。３０年度決算見込数値に地方財政計画等から予想される推定交付
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率を勘案し３０年度と同額の８０万円を見込んでおります。２３ページ５款１
項１目株式等譲渡所得割交付金であります。これは株式等の配当に対し道が課
税し、そのうちの５９．４％相当額が市町村に交付されるものとなっておりま
す３０年度同額の８０万円を見込んでおります。２４ページ、６款１項１目地
方消費税交付金であります。消費税は平成２６年度の法改正で現行８％の消費
税の内訳は国税分６．３％、地方税分１．７％として徴収されており、地方税
分のうち２分の１が都道府県に、残りの２分の１が人口と従業員数の割合で市
町村に配分され、国から北海道を通じて町に交付される仕組みとなっておりま
す。平成３０年度の決算見込数値に３１年度１０月からの増税分を加味した地
方財政計画等から予想される推定交付率を勘案し、３０年度と比べ３６９万３
千円増額の１億円の収入を見込んでおります。２５ページ、７款１項１目ゴル
フ場利用税交付金です。これはゴルフ場を利用した利用者に課税される地方税
でゴルフ場の利用者数を３０年度実績等から推計し１万１２５０人と見込み、
税率１人４００円、これから道税を控除した残り９５％の額に１０分の７を乗
じた額３００万円の収入を見込むものであります。３０年度と同額の３００万
円を計上しております。２６ページ、８款１項１目交通安全対策特別交付金で
あります。これは交通違反の反則金を財源として交付されるもので過去の収入
実績等から３０年度と同額の７０万円を見込んでおります。２７ページ、９款
１項１目地方特例交付金であります。これは国の恒久減税等による市町村の減
収を補てんするために交付されるもので本年１０月に予定されている消費税増
税に伴う減収見込分が補てんされることから、３０年度から５０万円増額の１
１０万円を計上いたしております。２８ページ、１０款１項１目地方交付税で
あります。３１年度一般会計の歳入のうちその半額近くの４７．０％を占める
当町にとって最も大きな財源となっております。国の３１年度の地方財政計画
における交付税総額は、３０年度に比べて１．１％増の１６兆１８０９億円が
地方に交付されることとなっております。普通交付税は２４億７０００万円を
計上し、３０年度に比べ５１００万円の増額を見込んでおります。普通交付税
の当町の３０年度の決算見込額が２５億４０４万４千円となっていることから
この見込額に２７年度国勢調査における人口及び単位費用などを置換え算定を
いたしております。当初予算比較では２．１％の増、３０年度決算見込みでは
１．４％の減の予算計上としております。特別交付税は３０年度予算対比１０
０万円増の３億４７００万円を計上しております。本年度予算では３０年度よ
り５２００万円多い２８億１７００万円の計上となっております。 

 

議長 休憩します。再開は１時といたします。 

   （休  憩  午前１１時５０分） 

   （再  開  午後  １時００分） 

  

議長 再開します。休憩前に引き続き説明を求めます。総務課長。 
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総務課長 それでは議案書２９ページをお開き願います。１１款１項１目自動車取得税交
付金であります。これは道税収入の９５％の１０分の７が市町村道の面積割合
などに応じて交付されるものであります。自動車取得税は３１年１０月からの
消費税増税に伴い廃止となる見込みでありますので、３０年度と比べて５３５
万６千円減額の９００万円を計上いたしております。３０ページ、１２款１項
１目、環境性能割交付金５８３万３千円であります。これは本年１０月からの
消費税増税に伴い自動車取得税が廃止され新しく導入されるものであります。
環境性能割は燃費性能のよい車は税負担が軽くなり、環境性能の悪い車は税負
担が重くなるという性質を持ち現行の自動車取得税と全体的には似たような制
度であります。自動車税環境性能割として徴収した分の６５％が市町村に交付
金として配分されます。金額の算出についてはこの制度が始まる３１年１０月
から３２年３月分までの見込みとして２９年度交付金ベースで算出をいたして
おります。３１ページ、１３款１項１目民生費負担金１節児童福祉費負担金、
これは常設保育所及び町のへき地保育所の保育料となっております。常設保育
所分は所得基準に基づいての徴収となりますが、国の基準により算出した額４
２６２万３６００円から町の施策による軽減分として２３６０万９６００円の
町負担を控除した１９０１万４千円と、滞納分６３万５千円の収納見込み率３
０％１９万５千円を合わせて１９２０万４千円を計上しております。へき地保
育所保護者負担については１人目１万円、２人目以降５千円で４２名分４４４
万円を見込んでおり、総額で２３６４万４千円を計上しております。３２ペー
ジ、１４款１項１目総務使用料１４６１万円であります。１節単身者住宅使用
料は振内の単身者住宅の使用料で月額２万７千円の１２戸分、空き室等を考慮
し９５％の稼働率とし３０年度と同額の３７０万９千円を見込んでおります。
２節情報通信施設使用料は光ファイバー回線網の使用料で、内訳としてはイン
ターネット回線としてＮＴＴに貸与する一戸当たり月額７５６円の１２カ月分
１１２０件１０２５万４千円と、振内貫気別局の通信設備保管料４４万３千円
合わせて１０６９万７千円の収入を計上しております。ケーブルテレビ使用料
は現年分として１５万円を計上しております。携帯電話の伝送路使用料はＮＴ
Ｔドコモとソフトバンクモバイル２社に月額７５６円の１２カ月分５万４千円
を見込んでおります。３３ページ、１４款１項２目民生使用料４０３万２千円
であります。１節老人福祉寮使用料は貫気別の老人福祉寮の使用料で入所者月
額７千円の１２カ月分６名分と寮母月額１万円の１２カ月の使用料、合計６２
万４千円を計上しております。３節共同作業上使用料１０６万円は、アイヌ工
芸伝承館が３１年４月に正式にオープンとなりますが本年度の３１年度の利用
計画を見込み計上したものであります。３４ページ、１４款１項３目衛生使用
料は墓地使用料と斎場使用料で前年同額の３８万８千円を計上しております。
３５ページ、１４款１項４目土木使用料９３６１万４千円、１節土木管理使用
料、２節道路占有使用料、３節河川使用料は使用実績等により計上しておりま
す。４節町営住宅使用料６４８６万１千円は３０年度の実績により３９４校分
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の使用料と収納率、滞納分を見込み前年同額を計上しております。５節排水処
理施設使用料は３０年度実績と滞納繰越分により、前年より１１万７千円減の
２７３６万１千円を計上しております。３６ページ、１４款１項５目教育使用
料８６１万円です。１節体育施設使用料、３節公民館使用料は使用実績等によ
り３０年度と同額を計上しております。２節アイヌ文化博物館使用料は入館者
数の増加により前年度より１５０万円増の８００万円を計上しております。３
７ページ、１４款１項６目農林水産使用料９８３万４千円、１節は町営牧場の
使用料で３０年度実績等をもとに積算し３１年度から乳用牛の入牧が増加する
ことが見込まれていることから２２２万３千円増の９２３万４千円を見込んで
おります。２節環境保全普及センター使用料は３０年度までは指定管理で沙流
川森林組合が施設の管理等をしておりましたが３１年度からは指定管理者制度
廃止し新たに管理委託を結び使用料徴収するかたちといたしましたのでその分
についての計上をしております。３８ページ、１４款１項７目商工使用料７２
９万円です。内訳は説明欄に記載のとおりであります。３０年度の実績額等を
もとに３１年度の見込みを計上しております。３９ページ、１４款２項１目総
務手数料３１８万８千円内訳は説明欄に記載のとおりであります。３０年度の
実績額等をもとに計上をいたしております。４０ページ、１４款２項２目衛生
手数料畜犬登録手数料２２万４千円は３０年度の実績により同額で計上してお
ります。４１ページ、１４款２項３目農林水産手数料農用地登記事務手数料２
万３０００円は過去の実績に基づき３０年度と同額で計上をいたしておりま
す。４２ページ、国庫支出金に移ります。１５款１項１目民生費国庫負担金２
億８５０万６千円です。１節社会福祉費負担金のうち障害者自立支援費負担金
７７００万円は障害福祉サービス等などに充当しております。２節児童福祉費
負担金７３２４万円は常設保育所及びへき地保育所の運営にかかる負担金とな
っております。３節は児童手当にかかる国庫負担金で３歳児未満、３歳から小
学校終了までの第１子から第２子、第３子以降、中学生それぞれの段階ごとに
定めた率をもとに積算をされております。４節保険基盤安定費負担金は国民健
康保険加入者への支援となる国庫負担金となっております。４３ページ、１５
款２項１目総務費国庫補助金１７９３万３千円であります。１節の総務管理費
補助金はマイナンバー制度実施及びマイナンバーカードの発行及びシステム運
営整備にかかる国からの補助金となっております。２節企画費補助金は社会資
本整備総合交付金として二風谷地区、再編整備事業に充当される補助金であり
ます。３節財産管理費補助金１２０９万９千円は家賃低廉化事業交付金として
町営住宅の基準住宅料と実質入居者にかかる住宅料の差額相当分について交付
されるものであります。４４ページ、１５款２項２目民生費国庫補助金７１９
万円、１節社会福祉費補助金の障害者自立支援費補助金は障害者及び障害児が
自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう地域の特性に応じて
柔軟な形態により事業を行うための補助金となっております。金額が３０年度
に比べて大きく減になっているのは農山漁村振興交付金、共同作業場整備の整
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備完了及び当初予算に計上していた農泊関係補助金が３１年度はなくなるため
であります。２節の児童福祉費補助金子ども・子育て支援交付金１５６万３千
円は振内児童クラブの運営費にかかる補助金となっております。４５ページ、
１５款２項３目衛生費国庫補助金１６９万８千円は１節保健衛生補助金循環型
社会形成推進交付金は合併浄化槽の設置にかかる国の補助金となっており、５
人槽６基、７人槽２基分を見込み９９万８千円となっております。健康増進事
業費補助金７０万円は後期高齢者健診事業に充当しており３０年度の実績額等
を元に計上をしております。４６ページ、１５款２項４目土木費国庫補助金１
億１６８２万円であります。１節道路橋梁費補助金仁世宇１号橋整備事業、橋
梁長寿命化橋梁補修事業、道路付属物点検事業は事業費の１０分の６．４９の
額で積算をいたしております。４７ページ、１５款２項５目教育費国庫補助金
４１８７万３千円であります。１節教育総務費補助金はへき地児童生徒援助費
等補助金で心臓検診費用への補助金となっております。２節小学校費補助金は
振内小学校大規模改修にかかる学校施設環境改善交付金と要保護児童生徒援助
費となっております。４節社会教育費補助金は文化的景観保護推進事業補助金
として３０年度に引続き調査費用等に充当するための補助金となっておりま
す。４８ページ、１５款３項１目総務費国庫委託金４６２３万１千円でありま
す。１節総務費委託金３８７２万５千円は平取ダム建設にかかるアイヌ文化の
保全対策に関する調査事務に対する国からの委託金となっております。２節戸
籍住民基本台帳費委託金は中長期で在留する外国人労働事務に関する国からの
委託金となっております。３節選挙費委託金は参議院議員通常選挙にかかる国
からの委託金であります。４９ページ１５款３項２目民生費国庫委託金２１５
万６千円であります。１節国民年金委託金と２節児童手当委託金はいずれも当
該事務に関する国からの委託金となっております。５０ページ、１５款３項３
目商工費国庫委託金７００万円です。二風谷ダム周辺の環境維持管理にかかる
国からの委託金となっております。５１ページ、１５款３項４目教育費国委託
金１１００万円であります。１節沙流川歴史館管理費委託金は沙流川歴史館の
管理に関して国から受ける委託金となっております。２節アイヌ語のアーカイ
ブ作成支援事業委託金は文化庁のアイヌ語のアーカイブ作成事業を活用しアイ
ヌ語音声資料の文字化、翻訳作業にかかる国からの委託金となっております。
５２ページ、道支出金１億１７８７万３千円であります。１６款１項１目民生
費道負担金でありますが１節社会福祉費負担金から４節保険基盤安定費負担金
までは国庫負担金で説明いたしました内容に関する北海道からの負担分につい
てそれぞれの金額を計上しております。４節の保険基盤安定負担金の国民健康
保険基盤安定負担金は保険料の軽減分として、道から負担金１１８３万１千円、
保険者支援分として２８５万２千円の合計１４６８万３千円を計上しておりま
す。後期高齢者医療保険基盤安定費負担金は後期高齢者医療特別会計繰出金の
保険基盤安定分２１３７万２千円の４分の３である１６０２万９千円が北海道
から交付されるものであります。５３ページ１６款２項１目総務費道補助金３
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４７３万２千円であります。１節財産造成費補助金２９４６万５千円は町有林
造成事業にかかる補助金で造林事業２８ヘクタール、下刈事業１３６．２８ヘ
クタール、除間伐５４．８ヘクタール、森林保護・野鼠駆除に対して北海道か
ら交付されるものであります。２節企画費補助金の電源立地地域対策交付金は
岩知志発電所の所在町として交付され病院会計への繰出金に充当することを予
定しております。土地利用規制等対策事業市町村交付金５万４千円は国土法の
土地届出事務に対して交付されるものであります。５４ページ、１６款２項２
目民生費道補助金２９４１万４千円であります。１節社会福祉費補助金の重度
心身障がい者医療費補助金５３１万１千円は医療費に充当され、民生委員活動
費補助金１７６万１千円は民生委員の活動費に、障害者自立支援費補助金は障
害者相談支援経費等に、地域づくり総合交付金は子供発達支援センター運営費
に、それぞれ充当される補助金となっております。２節老人福祉費補助金の地
域づくり総合交付金は要援護者支援台帳システム整備に、老人クラブ運営事業
補助金は老人クラブの運営費に、権利擁護人材育成事業補助金は認知症高齢者
等の権利擁護に携わる人材の育成を目的とした研修会の開催費用等に充当され
るものであります。３節の生活館運営費補助金は町内にある１２の生活館運営
費に対する補助金となっております。４節児童福祉費補助金の多子世帯保育料
軽減支援事業補助金は常設保育所の保険者負担の軽減に対する補助金、乳幼児
医療費補助金２５０万３千円、子ども子育て支援交付金１５６万３千円はふれ
ない児童クラブ運営費、乳児家庭全戸訪問事業にかかる補助金、ひとり親家庭
医療費補助金８４万３千円はひとり親家庭等医療費に、それぞれ充当されるも
のとなっております。５５ページ、１６款２項３目衛生費道補助金１１２１万
２千円、１節保健衛生費補助金鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業補助金９２
６万４千円はエゾシカ・アライグマ駆除事業に充てるものであります。地域づ
くり総合交付金１３３万円はエゾシカ駆除事業に充当されるものであります。
妊産婦安心出産支援事業補助金３１万８千円は出産可能な産科医療機関までの
距離が遠いことによる妊産婦さんの負担軽減を図るため交通費と宿泊費の一部
を助成する事業に充当されます。消費・安全対策交付金は食育推進事業に充当
されるものであります。５６ページ、１５款２項４目農林水産業費道補助金で
あります。金額の大きなものについて説明いたします。１節農業費補助金中山
間地域等直接支払交付金は３０年度とほぼ同額の３４８４万４千円、農業次世
代人材投資資金事業は対象者９件分を見込み１８３７万５千円を計上しており
ます。３節林業振興費補助金未来につなぐ森づくり推進事業補助金は３０年度
より１３７万６千円減の４１７万８千円を計上しております。４節治山治水費
補助金は小規模治山事業貫気別丸山地先の整備として９５０万円を計上してお
ります。５節林道費補助金は継続事業の林道オユンベ線改良事業補助金、３０
年度より８７万円増の１５８７万円を計上しております。５７ページ１６款２
項５目土木費道補助金であります。１節住宅改良費補助金１９０万円でアイヌ
住宅改良資金貸付事業に対する補助金で対象事業費の４分の１が交付されます
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３０年度と同額となっております。５８ページ１６款２項６目消防費道補助金
消防費道補助金３２０万円は地域づくり総合交付金の道補助金となりますが、
災害発生時に支援が必要な方の支援者台帳システムに２５０万円、災害時にお
ける食料などの防災備蓄品整備に７０万円が充当されます。５９ページ１６款
２項７目９教育費道補助金１節社会教育費補助金４１６万６千円、放課後子ど
も教室推進事業補助金３１６万円は紫雲古津・二風谷・貫気別の３地区で実施
している教室の運営費等に対し交付されるものであります。３０年度とほぼ同
額で計上しております。地域づくり総合交付金芸術鑑賞会等開催事業１００万
円は、１０月に開催を予定している淡路人形浄瑠璃講演の開催事業に充当する
ものであります。６０ページ、１６款３項１目総務費道委託金１４２０万６千
円、１節から５節については説明欄に記載の委託金として計上いたしておりま
す。５節選挙費委託金５３１万円は４月に投開票が行われる北海道知事及び北
海道議会議員の選挙費用に対する委託金を計上いたしております。６１ページ
１６款３項２目農林水産業費道委託金であります。道営農業農村整備事業補助
監督等委託金４２万４千円は、長知内・幌毛志地区の地すべり防止区域の点検
調査等にかかわる費用に対して北海道から交付される委託金であります。６２
ページ、１７款１項１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入４１０９万４千円
であります。土地貸付料６４４万１千円は有償の一般貸付分１０１件のほか、
北電、ＮＴＴの電柱、町営牧野等の貸付料となっております。６３ページ、１
７款１項２目１節利子及び配当金は１７０万６千円であります。財政調整基金
及び各種特定目的基金の利子について計上をしております。６４ページ、１７
款２項１目不動産売払収入３０５０万２千円、１節不動産売払収入の土地売払
代５０万１千円は二風谷分譲宅地１区画分の売払い収入を見込んでおります。
２節その他不動産売払収入は町有林の立木売払い代金を計上しております。い
ずれも３０年度と同額の計上としております。６５ページ、１７款２項２目１
節物品売払収入１万円です。町史等の売払代金１万円を見込んでおります。６
６ページ、１８款１項１目１節寄附金３０年度見込みから５０００万円増額の
１億５０００万円を見込んでおります。これはふるさと応援寄附金、ふるさと
納税の収入を見込んで計上をしております。６７ページ、１９款１項１目１節
平取町財政調整基金繰入金９０００万円であります。国保病院会計への繰出金
４０００万円及び公債費の元金償還分５０００万円に充当する予定でありま
す。６８ページ、１９款１項２目１節沙流川ダム地域振興基金繰入金２億３０
００万円であります。充当事業は道路施設整備事業ほか１９事業に充当するも
のであります。内訳についてはお手元にお配りしている資料をお読取り願いま
す。平成３１年度各基金積立・取崩の状況に記載のとおりとなっております。
６９ページ、１９款１項３目１節平取町ふるさと応援基金繰入金３０００万円
であります。 

アイヌ文化国際交流事業ほか９事業に充当するものであります。内訳は先ほど
のお手元の資料をお読取りいただきたいと思います。７０ページ、２０款１項
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１目１節繰越金は３０年度繰越金３０００万円を計上しております。３０年度
の歳出予算における繰越金は繰越事業の一般財源を除き約９０００万円程度を
見込んでいるところですが、それとの差額分については留保財源とするもので
あります。７１ページ、諸収入に移ります。２１款１項１目延滞金１万円、こ
れは町税延滞金で３０年度と同額で計上しております。７２ページ、２１款２
項１目１節預金利子は３０年度と同額の１万円を計上しております。７３ペー
ジ、２１款３項１目１節国民健康保険病院特別会計貸付金元利収入４４１万７
千円であります。平成２２年度に国保病院事業会計に貸し付けた４４００万円
に関する元利償還金であります。７４ページ２１款４項１目１節社会福祉資金
貸付金元利収入は３１年度の貸付金償還金８０万円、滞納分１４万円の４０％
である５万６千円、合わせて８５万６千円を計上しております。７５ページ、
２１款４項２目１節中小企業融資資金貸付金元金収入３２２５万７千円は、特
別融資資金３０２５万７千円、経営改善融資資金２００万円を計上し、新規既
存分の金融機関への預託金の収入を計上しております。７６ページ、２１款４
項３目１節畜産  公社貸付金元利収入３０４万６千円は畜産公社への貸付金に
かかわる元利収入を計上しております。７７ページ、２１款４項４目１節住宅
改良資金貸付金元利収入はアイヌ住宅改良資金貸付金の元利償還金現年分５４
１万２千円、滞納繰越分５３２万８千円、合わせて１０７４万円を計上してお
ります。７８ページ、２１款４項５目１節勤労者生活安定融資資金貸付金元金
収入預託金収入１６００万円を計上しております。７９ページ、２１款４項６
目１節振内歯科診療所運営資金貸付金元金収入１２万円は振内診療所に対する
貸付金の償還元金の収入を計上しております。８０ページ、２１款４項７目１
節平取町奨学資金貸付金元金収入１７９万２千円は奨学資金貸付者１０名分の
償還金を計上しております。８１ページ、２１款４項８目１節二風谷民芸組合
運営資金貸付金元金収入４００万円は二風谷民芸組合が実施するアイヌ伝統工
芸品産業支援事業の資金繰りのために、一時貸し付けを行うことによる貸付金
の元金収入となっております。８２ページ、２１款４項９目１節平取町地域活
性化協議会貸付金元金収入８２０万円は平取町地域活性化協議会が実施する実
践型地域雇用創造事業及び農泊推進事業の資金繰りのために、一時貸付けを行
うことによる貸付金の元金収入となっております。８３ページ、２１款４項１
０目１節平取アイヌ協会貸付金元金収入１６２万円は平取アイヌ協会が実施す
る機動職業訓練事業の資金繰りのため町が一時貸付けを行うことによる貸付金
の元金収入であります。８４ページ、２１款４項１１目１節トマト・和牛フェ
ア実行委員会貸付金元利収入１５０万円はトマト・和牛フェアを実施するにあ
たり、実行委員会の資金繰りのため町が一時貸付けを行うことによる貸付金の
元金収入であります。８５ページ、２１款４項１２目１節平取町二風谷国際先
住民族フォーラム２０１９実行委員会貸付金元金収入５００万円は、３１年１
０月に国際先住民族フォーラムを開催するに当たり実行委員会の資金繰りのた
め町が一時貸付けを行うことによる貸付金の元金収入であります。８６ページ、
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２１款５項１目雑入であります。１億５４１１万２千円を計上し、３０年度に
比べて７７４７万７千円の増額となっております。１節企業負担金、これは畜
産公社からの負担金で内訳は事務所費４０万円となっております。雑入は主な
ものについて説明いたします。日高地方税滞納整理機構負担金は３０年度から
滞納整理機構へ町から職員を派遣している人件費分の７５６万６千円でありま
す。二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金５０９８万５千円は、平取小学校、
平取中学校、中央公民館、町民体育館、振内町民センターのＬＥＤ照明灯の補
助金であります。再生可能エネルギー電気・熱自立的普及促進事業補助金は、
木質バイオマス熱電併給設備に関する実施設計補助分として１０６６万６千円
を計上しております。豊糠・幌尻林道シャトルバス利用者負担金は、１３００
人の利用を見込み５２０万円を計上しております。アイヌ文化振興・研究推進
機構委託金はイオル整備事業等にかかる負担金で、財団から引継いだ事業も多
いことから前年より９３１万６千円増の１９６６万８千円を計上しておりま
す。子ども発達支援センター運営費負担金は３０年度より２４万１千円増の５
４４万５千円、特例障害児通所給付金は３０年度より１１５万４千円減の４７
４万６千円、いきいきふるさと推進事業助成金９０万円は鵡川・沙流川ＷＡＫ
ＵＷＡＫＵ協議会活性化事業に充当されるものであります。８７ページ、町債
に移ります。２２款１項１目１節総務債６４６０万円であります。内訳は説明
欄に記載のとおりとなっております。すべて元利償還額の７０％が交付税措置
される過疎対策事業債、いわゆる過疎債を予定しております。平成３０年度は
二風谷地区再編整備事業が完了したため、３１年度は３０年度に比べて２億２
０６０万円減額しております。８８ページ、２２款１項２目１節民生債１６３
０万円、内訳は説明欄に記載のとおりであります。過疎債を予定しております。
８９ページ、２２款１項３目１節上水道債４０８０万円であります。去場地区
水道配水管整備事業の財源となる起債で過疎債を予定しております。９０ペー
ジ２２款１項４目農林水産業債、１億１００万円であります。１節農業債４７
３０万円の内訳は説明欄に記載のとおりでいずれも過疎債を予定しておりま
す。２節林業債５３７０万円は林道オユンベ線改良工事が過疎債、小規模治山
事業は防災対策事業債、水源涵養・環境林取得事業は地域活性化事業債をそれ
ぞれ予定しております。９１ページ、２２款１項５目１節商工債６５０万円で
あります。地域商品券発行事業に充当する予定となっております。過疎債を予
定しております。９２ページ、２２款１項６目土木債７８８０万円、１節道路
橋梁債６８８０万円の内訳は仁世宇１号橋整備事業など説明欄に記載の４事業
となっており過疎債を予定しております。２節河川債１０００万円は長知内ヤ
マダの沢改修事業となっており防災対策事業債を充当する予定であります。９
３ページ、２２款１項７目１節消防債６２５０万円であります。消防施設整備
事業に充当する予定で過疎債を予定しております。９４ページ、２２款１項８
目１節教育債１億９９８０万円の内訳は説明欄に記載のとおりですが、すべて
過疎債を予定しております。９５ページ、２２款１項９目１節臨時財政対策債、
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これは今年度に元利償還分が１００％そのまま普通交付税に算入されることか
ら交付税的な性格を持つもので、平成３１年度の地方財政計画では１８．３％
の減となっており、３０年度決算見込額を考慮し３０年度に比べて４０００万
円減の１億円を計上しております。以上で歳入の説明を終わります。次に７ペ
ージの第２表債務負担行為をご覧願います。７ページ、第２表債務負担行為で
す。地方自治法の規定により債務を負担することのできる事項、期間、限度額
を定めるものであります。まず中小企業特別融資利子補給金ですが、期間を平
成４０年度まで、限度額は３０６万円としております。町内中小企業への新規
貸付を２０００万円利率３．１％としています。中小企業経営改善融資利子補
給金は、主に設備等の整備のための資金で融資額６００万円利率３．３％とし
て積算し、３９年度までの９年間で限度額を８７万９千円としております。続
いて第３表地方債について説明いたしますので次の８ページをお開き願いま
す。８ページ、第３表地方債について説明いたします。起債の目的、限度額、
方法、利率、償還の方法を定めるものでありますが、平成３１年度は１番下の
臨時財政対策債を除くここに記載の３４の事業に充当を予定しております。こ
のうち上から６番目の二風谷地区再整備事業、１５番目の小規模治山事業、１
６番目の林道オユンベ線改良事業、２０番目の橋梁長寿命化事業、２１番目の
仁世宇１号橋整備事業、２８番目の振内小学校大規模改修事業は補助事業とな
っており、国や道の補助金を充当後の事業費に起債を充当しております。臨時
財政対策債を除く起債総額５億７０３０万円は、その元利償還金が交付税算入
される過疎債、防災対策事業債、地域活性化事業債を予定しております。１番
下の臨時財政対策債は普通交付税で算出される額を起債というかたちで交付す
る内容のものとなっており、３１年度の交付見込額は１億円を予定しておりま
す。説明の結びにあたって申し上げます。町を取り巻く財政状況は依然として
厳しいものがあり今後も予断を許しません。第６次平取町総合計画を基本に、
中長期的な視野に立ったまちづくりがかなうよう国や道の取り組みともしっか
りと連携し、町政執行方針及び教育行政執行方針のもと町民生活の向上を目標
にしながら将来に向かって持続可能な財政運営を図って参りたいと考えており
ますので議員の皆様のご理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。以
上、議案第１９号平成３１年度平取町一般会計予算の説明を終了させていただ
きますのでご審議のほど 

 

議長 休憩します。再開は１時５５分といたします。 

   （休  憩  午前  １時４５分） 

   （再  開  午前  １時５５分） 

 

議長 再開します。続きまして国民健康保険特別会計予算及び後期高齢者医療特別会
計予算について提案説明を求めます。町民課長。 
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町民課長 議案第２０号平成３１年度平取町国民健康保険特別会計予算についてご説明い
たします。国保１ページ、平成３１年度平取町国民健康保険特別会計予算、第
１条は歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億６１８０万円に定めようとするもの
でございます。第２条は一時借入金の最高額を５０００万円にしようとするも
のでございます。それでは事項別明細書の歳出からご説明いたしますので国保
２３ページをお開き願います。１款１項１目一般管理費は国民健康保険特別会
計運営にかかる事務的経費として８８７万８千円を計上しております。前年度
比で３７万４千円の増となっております。国保２４ページ、２目連合会負担金
は１０３万４千円の計上でございます。前年度比で１９万３千円の増となって
おります。国保２５ページ、２項１目賦課徴収費は６４万４千円の計上で前年
同額となっております。国保２６ページ、２目納税奨励費は７２万８千円の計
上で前年度比１９万３千円の減額となっております。日高管内地方税滞納整理
機構負担金で国保の割合に応じた分でございます。国保２７ページ、３項１目
運営協議会費は３４万６千円の計上で国保運営協議会に関する必要経費でござ
います。国保２８ページ、２款１項一目一般被保険者療養給付費が４億２５０
０万７千円の計上でございます。この科目は一般被保険者の医療費を保険者が
直接医療機関等へ支払うもので、単価・人数の見直しにより前年度比４１００
万７千円の増を見込んでおります。国保２９ページ、２目退職被保険者等療養
給付費は１４５万７千円の計上で、こちらも人数等の見直しにより前年度比９
４万３千円の減を見込んでおります。国保３０ページ、３目一般被保険者療養
費は３６４万８千円の計上で、一般被保険者の針灸等の医療費の支払いや補装
具等、本人が医療費を全額負担した場合の保険者負担分を本人に支払う費用で、
前年度比３５万２千円の減を見込んでおります。国保３１ページ、４目退職被
保険者等療養費は１万３千円の計上で、単価・人数の見直しにより前年度比１
万２千円の減を見込んでおります。国保３２ページ、５目審査手数料は１１６
万６千円の計上で国保連合会にかかる医療費審査支払手数料でございます。国
保３３ページ、２項１目一般被保険者高額療養費は６７９９万円の計上でござ
います。一般被保険者が支払う医療費の自己負担額のうち月内で定められた限
度額を超えた場合に、超えた部分を高額医療費として支払う費用で実績を勘案
し前年度比１１９９万円の増を見込んでおります。国保３４ページ、２目退職
被保険者等高額療養費は２３万３千円の計上で高額療養費の平均額と人数の見
直しにより前年度比１１万７千円の減を見込んでおります。国保３５ページ、
３目一般被保険者高額介護合算療養費は千円の計上でございます。これは一般
被保険者が支払った医療費の自己負担額のうち１年間の医療費と介護サービス
費を合算し定められた限度額を超えた場合に支払う費用でここ数年の実績がな
いことから千円の計上といたしております。国保３６ページ、４目退職被保険
者等高額介護合算療養費でございますが一般被保険者と同様ここ数年の実績が
ないことから１千円の計上といたしております。国保３７ページ、３項１目一
般被保険者移送費は医療機関の受診時に特別な事情が発生し移送される場合に
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支給されるもので、こちらもここ数年の実績がないことから１千円の計上とい
たしております。国保３８ページ、２目退職被保険者等移送費につきましても
一般被保険者移送費同様１千円の計上でございます。国保３９ページ、４項１
目出産育児一時金は１０件分の４２０万３千円を計上いたしております。ここ
数年の実績を勘案し前年同額としております。国保４０ページ、５項１目葬祭
費は１５件分４５万円の計上で前年同額といたしております。国保４１ページ、
３款国民健康保険事業費納付金ですが北海道が市町村ごとの医療費水準や所得
水準に応じた国民健康保険事業費納付金の額を決定するもので１項１目一般被
保険者医療給付費分１億６３９６万２千円の計上で前年度比６８万５千円の減
といたしております。国保４２ページ、２目退職被保険者等医療給付費分２１
万３千円の計上でございます。前年度比１８０万１千円の減といたしておりま
す。国保４３ページ、２項１目一般被保険者後期高齢者支援金等分４９８０万
円の計上でございます。前年度比３３万５千円の増といたしております。国保
４４ページ、２目退職被保険者等後期高齢者支援金等分７万円の計上でござい
ます。前年度比６１万１千円の減といたしております。国保４５ページ、３項
１目介護納付金分２２１２万円の計上でございます。前年度比２０８万５千円
の減といたしております。国保４６ページ４款１項１目共同事業拠出金、国保
４７ページ５款１項１目財政安定化基金拠出金はともに前年同額の１千円の計
上です。国保４８ページ、６款１項１目特定健康診査等事業費でございます。
この科目は国民健康保険被保険者の特定健診等に要する費用で３８１万円の計
上でございます。前年度比で９万円の減となっております。国保４９ページ、
２項１目保健衛生普及費は保険事業の経常的経費で実績に基づき前年同額の１
万円を計上いたしております。国保５０ページ、７款１項１目基金積立金は国
民健康保険給付費支払準備基金利子で前年度比８千円増の９千円の計上でござ
います。国保５１ページ、８款１項１目利子は一時借入金のための利子ですが
ここ数年借入実績がないことから１千円を計上いたしております。国保５２ペ
ージ、９款１項１目保険税還付金は５０万円の計上で前年度比４９万８０００
円の増の計上でございます。前年度実績に基づき計上いたしております。国保
５３ページ２目償還金、国保５４ページ３目還付加算金はそれぞれ前年同額の
１千円を計上いたしております。国保５５ページ、２項１目直診施設勘定繰出
金は国民健康保険病院特別会計への繰出金で４５０万円を計上いたしておりま
す。前年度比１８７１万１千円の減額につきましては国民健康保険病院におけ
る施設及び機器の整備が終了したことによるものでございます。国保５６ペー
ジ、１０款１項１目予備費は前年同額の１００万円の計上でございます。以上、
歳出合計額７億６１８０万円でございます。次に歳入についてご説明いたしま
すので国保７ページをお開きください。１款１項１目一般被保険者国民健康保
険税でございます。北海道が算定した国民健康保険事業費納付金や保険事業費
等のために賦課徴収する一般被保険者分の保険税でございます。医療給付費、
後期高齢者支援金の現年分世帯数７９２世帯、介護納付金の現年分被保険者数
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４９７人、収納率それぞれ９７％を見込み、医療給付費、後期高齢者支援金、
介護納付金の現年・滞繰分合わせて１億９８７８万円前年度比１９６万５千円
の増を計上いたしております。国保８ページ、２目退職被保険者等国民健康保
険税は一般同様、医療費給付費、後期高齢者支援金の現年分世帯数３世帯、介
護納付金の現年分被保険者数５人、収納率それぞれ９７％を見込み、医療給付
費、後期高齢者支援金、介護納付金の現年分・滞繰分合わせて９２万２千円、
前年度比１４０万３千円の減を計上いたしております。国保９ページ２款１項
１目督促手数料、国保１０ページ３款１項１目災害臨時特例補助金はともに前
年同額の１千円を計上いたしております。国保１１ページ、４款１項１目保険
給付費等交付金は国民健康保険の都道府県化により保険給付に必要な費用が道
から支払われるもので５億２２９７万２千円の計上となっております。国保１
２ページ、２項１目財政安定化基金交付金は前年同額の１千円の計上でござい
ます。国保１３ページ、５款１項１目利子及び配当金は国民健康保険の基金利
子分で９千円の計上でございます。国保１４ページ、６款１項１目一般会計繰
入金でございます。これは国民健康保険制度の運営に対して一般会計が国保特
別会計へ繰り出すための経費で法定ルールに従い措置するもので３６６万円減
の３９１０万７千円の計上でございます。国保１５ページ、２項１目平取町国
民健康保険給付費支払準備基金繰入金は前年同額の１千円を計上いたしており
ます。国保１６ページ、７款１項１目繰越金は平成３０年度決算見込みにより
１千円の計上でございます。国保１７ページ８款１項１目一般被保険者延滞金、
国保１８ページ２目退職被保険者等延滞金は前年同額の各１０００円の計上で
ございます。国保１９ページ２項１目一般被保険者第三者納付金、国保２０ペ
ージ２目退職被保険者等第三者納付金につきましてはそれぞれ前年同額の１千
円を計上いたしております。国保２１ページ、３目雑入は１千円を計上いたし
ております。歳入合計額７億６１８０万円の計上で前年度比２８８３万１千円
の増となっております。続きまして議案第２１号、平成３１年度平取町後期高
齢者医療特別会計予算についてご説明いたします。予算書後期１ページをお開
きください。歳入歳出予算の総額をそれぞれ８７５０万円に定めようとするも
のでございます。それでは事項別明細書の歳出からご説明いたしますので後期
１７ページをお開き願います。１款１項１目一般管理費は旅費をはじめとする
後期高齢者医療特別会計事務の運営に要する一般的経費で６３８万３千円の計
上でございます。自町システムの更新費用等で前年度比２９３万９千円の増と
なっております。後期１８ページ、２項１目徴収費は保険料徴収に要する経費
で前年同額の１６万円の計上でございます。後期１９ページ、２款１項１目後
期高齢者医療広域連合納付金は北海道後期高齢者医療広域連合に支払う事務費
負担金、保険料、保険基盤安定負担金で８０５５万４千円の計上でございます。
被保険者数が増加傾向にあるため６１６万３千円の増となっております。後期
２０ページ３款１項１目保険料還付金、後期２１ページ２目還付加算金、後期
２２ページ３目償還金はそれぞれ前年同額の１千円の計上でございます。後期
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２３ページ、４款１項１目予備費は前年同額の４０万円の計上でございます。
歳出合計額８７５０万円の計上で前年度比９１０万２千円の増となっておりま
す。次に歳入についてご説明いたしますので後期６ページをお開き願います。
１款１項１目特別徴収保険料は現年度分保険料として２１３万円増の３２３８
万２千円の計上でございます。この保険料につきましては北海道後期高齢者医
療広域連合において試算しております。後期７ページ、２目普通徴収保険料は
現年度分及び滞納繰越分として４９５万７千円増の２３８６万６千円を計上い
たしております。この保険料につきましても北海道後期高齢者医療広域連合に
おいて試算しております。後期８ページ、２款１項１目督促手数料は前年同額
の１千円を計上いたしております。後期９ページ、３款１項１目事務費繰入金
は広域連合事務負担金と後期高齢者医療特別会計運営に必要な経費を一般会計
から繰入れするもので２７７万円増の９８７万３千円を計上いたしておりま
す。後期１０ページ、２目保険基盤安定繰入金は低所得者に対する保険料軽減
相当分を公費で負担するもので１千円増の２１３７万３千円を計上いたしてお
ります。後期１１ページ４款１項１目 

繰越金、後期１２ページ５款１項１目延滞金、後期１３ページ２項１目保険料
還付金、後期１４ページ２目還付加算金、後期１５ページ、３項１目雑入につ
きましてはそれぞれ前年同額の１千円の計上でございます。歳入合計８７５０
万円の計上で前年度比９１０万２千円の増となっております。以上、後期高齢
者医療特別会計の予算説明とさせていただきますのでご審議のほどよろしくお
願いいたします。 

 

議長 続きまして介護保険特別会計予算の提案説明を求めます。保健福祉課長。 

 

保健福祉
課長 

続きまして議案第２２号、平成３１年度平取町介護保険特別会計予算について
ご説明します。介護保険の１ページをお開きください。第１条歳入歳出の予算
総額はそれぞれ４億９４３０万円と定めます。なお歳入歳出予算の款項区分等
につきましては「第１表歳入歳出予算」によります。第２条地方自治法に規定
する一時借入金の最高額は５０００万円とします。予算の流用については第３
条のとおり規定しております。歳出をご説明しますので３２ページをお開きく
ださい。１款１項１目一般管理費ということで通常必要な運営経費になります。
３９７万５千円の計上で前年と比較して７７万６千円の減ということになって
おりますけども、制度改正に伴う周知用のパンフレットとか委託料における機
器の改修分の減、このほかに負担金補助及び交付金１９節北海道国保連合会の
審査支援システムの更新に伴う負担金というのが新たに３３万円ということで
新規に計上されております。次に３３ページになりますけども賦課徴収費です。
納入通知書の印刷等にかかる経費、前年同額３万２千円の計上です。次に３４
ページですが介護認定審査会費、介護の認定審査会にかかわる主治医意見書こ
の負担分の経費で４０９万５千円の計上です。１９節において日高西部介護認
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定審査会の規約に基づく負担金、均等割・高齢者人口割、この分の負担金割合
が変更になって平取町の負担が１６万１千円の減ということになっておりま
す。続きまして３５ページの認定調査費ですけれども認定調査に必要な旅費と
か消耗品、遠方にいる町外者、住所地特例の認定調査委託料これについては３
７万２千円の計上ということになっています。町外者の認定調査については実
績により４万１千円の減ということにしております。続きまして３６ページ介
護計画策定費、これは高齢者福祉介護保険運営委員会の経費として１３万７千
円の計上です。次に３７ページ居宅介護サービス給付費、在宅での介護サービ
スやデイサービス、ショートステイ、福祉用具貸与などに要する経費で９９９
０万円の計上です。昨年度と比較して２１７８万円の増加ですがこれはデイサ
ービス事業での利用が大幅に増えていることが大きな要因となっております。
次に３８ページ地域密着型サービス給付費ですけども認知症グループホーム、
心のホームふれないにおける共同生活介護、小規模デイサービス、訪問通所サ
ービスに要する給付費です。利用者の減で前年比１２７２万円の減ということ
で５２３２万円の計上です。続きまして３９ページ施設介護サービス給付費、
特別養護老人ホームや介護老人保健施設などの施設利用分として２億２４９４
万円の計上となっています。前年度と比較して６９９万円の減となっています
がこれは町外の介護老人福祉施設の入所者の減によるものです。次に４０ペー
ジ福祉用具購入費ですけども腰かけ便座また入浴補助用具、そういう福祉用具
の購入に対するへ補助分として４０万８千円の計上です。この制度は年間１０
万円を限度として自己負担は基本的に１割という事業でございます。既に４１
ページ住宅改修費、これも要介護者が在宅生活に必要な、例えば手すりとかそ
ういうものを取りつけする時の小規模な住宅改修に要する給付費で１２０万円
の計上です。次に４２ページ居宅介護サービス計画給付費、居宅介護事業所と
して町や社協が行うサービス計画の策定等費用として前年同額の１７４０万円
の計上です。４３ページ介護予防サービス給付費、要支援者の方が利用するデ
イサービスなどの在宅サービスに対する給付費として３１２万円の計上です。
利用者がやや増加傾向にありますので６０万円の増額としています。４４ペー
ジ、地域密着型介護予防サービス給付費として８４万円の計上です。これは認
知症高齢者共同生活介護グループホーム、振内にある施設ですが、要支援２の
方を対象に食事や生活介護などの生活支援に対するもので、入所者の減により
３６万円の減としております。次に４５ページ介護予防福祉用具購入費ですが、
要支援認定者に対してポータブルトイレなど福祉用具の助成をする給付費とし
て２４万円の計上です。実績により減としております。４６ページ介護予防住
宅改修費、要支援者が住宅に必要な手摺りとかですね、そういう小規模な住宅
改修に要する給付費で１２０万円の計上です。これも実績による減ということ
にしております。次に４７ページ居宅介護予防サービス計画給付費、介護予防
事業として地域包括支援センターが居宅サービス計画の策定などに要する費用
として前年度同額の１８０万円の計上です。４８ページ審査支払い手数料、こ
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れは国保連合会が行う審査の手数料として３６万円の計上です。次に４９ペー
ジ高額介護サービス費、利用者の１カ月分の自己負担額が高額となった場合、
上限額の超過分を支給する費用として前年同額の１２００万円の計上です。次
に５０ページですけども高額介護予防サービス費、要支援の世帯の中で施設入
所の高額介護また介護予防される方がいる場合、補助する経費として前年同額
の１万２千円を計上しております。５１ページ高額医療合算介護サービス費、
同一世帯で医療と介護の両方のサービスを利用した場合年単位で自己負担の軽
減を図るもので１３２万円の計上です。次に５２ページ高額医療合算介護予防
サービス費、要支援者の世帯に対する高額医療合算介護予防サービス費として
前年同の１万２千円の計上です。５３ページ特定入所者介護サービス費として、
これは低所得者に対する施設入所費用について食費や居住費などの負担の軽減
をする費用で２８８０万円の計上です。実績により６０万円の減としておりま
す。５４ページ特定入所者介護予防サービス費、要支援の低所得者を対象とし
てサービスで前年同額の７万２千円の計上です。次に５５ページ介護予防・生
活支援サービス事業費、要支援者の訪問通所サービス、配食サービス、短期集
中予防型事業に要する委託料で２０７２万２千円の計上です。今年から新たに
訪問型で１９節の負担金補助及び交付金の欄で、訪問型サービスでこれは移動
支援ということで新たな経費２５０万円を計上しております。この他、託料で
はリハビリ訓練通所型サービスＣというリハビリサービスでこれについても実
績に基づいて減ということにしております。次に５６ページ介護予防ケアマネ
ジメント事業費、町内で介護認定を受け町外に転出されてサービスを受けてい
る住所地特例の方のケアマネジメント、これを町外事業者に委託する経費で１
２万９千円の計上です。次に５７ページ一般介護予防事業費、サロンの開設支
援、介護予防、ボランティアポイント事業の経費、こういうものを２７２万２
千円の計上です。リハビリ事業所や一部事業所の縮小などもあってまたボラン
ティアポイントの実績に基づいて委託料を減額ということにしております。次
に５８ページ包括的支援事業費、これは地域包括支援センターの運営費という
ことで介護認定調査費用、総合相談支援事業にかかる経費、等を計上しており
ます。賃金においては前年度計上の額が不足しておりましたので正しい額とい
うことで増額で計上しております。また委託料については法改正に伴うシステ
ム改修費用、前年度ありましたが、その分が今回なくなりましたのでこの分の
減、これと逆に１８節の備品購入費、地域包括支援システムの端末更新という
ことで新たに３０万３千円の予算を計上しております。５９ページ任意事業費
ですけども配食サービス、認知症サポーター養成講座、高齢者グループホーム
家賃補助などの行う経費で３０３万３千円の計上です。高齢者の成年後見制度、
これについては新たに予算を計上し手数料として１１万円、扶助費として２０
万円、合わせて３２万円を計上しております。６０ページ審査支払い手数料、
国保連合会が行う審査手数料として１千円の計上です。６１ページ介護給付費
基金積立金、支払準備基金の利息分基金残高の０．１％という計算になるんで
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すが２万５千円を積立金として計上しております。次に６２ページ一時借入金
利子として１万円の計上、６３ページ第１号被保険者保険料還付金として還付
が生じた場合の予算として７万６千円を計上しております。次に６４ページ予
備費として５０万円の計上です。以上、歳出合計４億９４３０万円の計上で前
年度対比で１６０万円の増です。次に歳入を説明しますので介護保険７ページ
をお開きください。１款１項１目第１号被保険者、６５歳以上の方になります。
保険料９１３８万８千円の計上です。高齢化による対象者の増により２５７万
９千円の増としております。滞納繰越分は収納率２０％を見込んでおります。
次の８ページ、督促手数料として２千円を計上しております。９ページ、３款
国庫支出金介護給付費国庫負担金７６６４万３千円の計上です。施設入所者の
増等により６３万４千円の増を見込んでおります。１０ページ、国庫補助金調
整交付金３１２１万６千円の計上です。この調整交付金は全国水準と地方との
格差調整のための交付金で後期高齢者の割合や所得分布により階層区分、それ
と要支援者の出現率や保険料の基準額が全国平均の水準となるよう調整を図る
ため国から交付されるものです。平成３０年度より１４２万１千円の増と見込
んでおります。次の１１ページ地域支援事業交付金ですが、要支援１の方を対
象とした介護予防生活支援サービス事業、一般介護予防事業などの訪問通所介
護に要する経費の２５％分とし５８９万３千円を計上しております。次に１２
ページ、国庫支出金包括支援事業交付金５９９万円の計上です。包括的支援事
業は地域包括支援センターの運営経費であり、任意事業は食の自立支援事業や
包括支援センターのその運営経費と認知症関係の講座そういう経費を計上して
おります。５１万９千円の増となっております。１３ページ国庫補助金保険者
機能強化推進交付金ですが、平成３０年度新たに制度化された交付金で、今回
昨日の議会で補正で上げさせていただいたものです。８０万円を計上しており
ます。この交付金は、市町村における介護予防や介護充当化防止の取組状況に
応じて国の指標で採点し、高得点の自治体がより多くの財政的支援を受けられ
るものということで新たな制度となっております。それでは次に１４ページ、
支払基金介護給付費交付金です。支払基金の事業費負担分２７％１億２０４０
万５千円の計上です。１５ページですが、地域支援事業交付金として介護予防
その他諸費の支払い基金負担分２７％６３６万５千円の計上です。続いて１６
ページです。道支出金介護給付費道負担金として道の一定割合負担分６８２９
万円を計上しております。１７ページ、道支出金地域支援事業交付金（介護予
防事業）という道の負担金割合は１２．５％として２９４万７千円を計上して
おります。前年度０円となっておりますけども平成３０年度は道の負担金とい
うことで２９５万円を計上しておりました。性質・内容的に道の補助金という
ものが適正であろうということで今回科目を変更し道補助金ということで予算
を計上しております。次の１８ページ包括支援事業交付金、包括支援センター
運営経費、食の自立支援事業などに要する経費、２９９万５千の計上です。こ
れも昨年は道負担金として２７３万６千円を計上しておりました。この分を道
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補助金として科目を変更して計上しております。１９ページの財産収入ですけ
ども介護保険の支払準備基金の利子として２万５千円の計上です。次に２０ペ
ージ介護給付費繰入金、介護給付費に対する一般会計の繰入金で１２．５％の
割合により５５７４万３千円の計上です。２１ページ地域支援事業繰入金（介
護予防事業）、これも一般会計繰入金として１２．５％２９４万６千円の計上で
す。２２ページ包括支援事業繰入金、包括的または任意事業に対する町からの
繰入金で１９．２５％の割合により２９９万５千円の計上です。２３ページ、
低所得者保険料軽減分ということで繰入金１１２万８千円の計上です。介護保
険料の算定では低所得にかかる分については決められた金額より更に０．５％
減ということがありその分に対する町からの繰入金ということで１１２万８千
円の計上ということになっております。それでは２４ページその他一般会計繰
入金、事務経費等の総務費繰入金ということで８６１万１千円の計上です。な
お法の改正に伴うシステム改修等の減により前年度より５８万３千円の減とい
うことになっております。２５ページ介護保険給付準備基金繰入金ですが保険
給付費や介護保険料の軽減のため基金を取り崩して補てんする費用として９３
０万円の計上です。介護保険の介護給付につきましては国・道・町がそれぞれ
の割合で負担し、さらに２号被保険者４０歳から６４歳の方ですが支払基金か
らそういう負担をいただいて、それを除いた分を第１号被保険者ということで
保険料払っておりますけども、その分の保険料の軽減あるいは給付に不足を生
じる場合、この基金を取り崩して補てんするというものになります。２６ペー
ジ、繰越金として例年どおり５０万円の計上です。次に２７・２８・２９ペー
ジになりますけども第１号被保険者の保険料延滞金、過料、預金利子、それぞ
れ１千円ずつの計上です。最後に３０ページをお開きください。３０ページで
すけども、雇用保険被保険者負担金として１１万５千円を計上しております。
以上、歳入歳出４億９４３０万円を計上し前年度比１６０万円の増となってお
ります。以上、平成３１年度平取町介護保険特別会計予算の説明を終わります。 
 

議長 次に簡易水道特別会計予算について提案説明を求めます。建設水道課長。 

 

建設水道
課長 

議案第２３号、平成３１年度平取町簡易水道特別会計予算につきましてご説明
申し上げますので水道の１ページをご覧願います。第１条、歳入歳出予算であ
りますが歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億８０８０万円とするものでありま
す。第２項においては、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は
第「１表歳入歳出予算」によることとしております。第２条において地方自治
法の規定により起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率
及び償還の方法は第２表地方債によるものとしております。第３条において一
時借入金の限度額を５０００万円とするものであります。それでは歳入歳出の
事項別明細の歳出からご説明申し上げますので１５ページをご覧願います。前
年対比において大きく増減になる部分についてのみご説明申し上げます。３歳
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出１款１項１目一般管理費で２８８１万１千円を計上しており前年対比１９７
万円の増となっております。２７節公課費において消費税納入額として１８０
万円を計上し、前年対比１２９万８千円の増となっております。１６ページ、
２款１項１目維持管理費で４２２１万円を計上しており前年対比２０５万円の
増となっております。１１節需用費１６９万２０００円の増につきましては、
修繕料において岩知志浄水場の非常用自家発電機の修理が必要になったことか
ら前年対比１４０万３千円の増になることと、１３節委託料において前年対比
３２万３千円増によるものでございます。１７ページ２款１項２目建設改良費
で９１８２万７千円を計上しており、前年度対比で１９０万円の減となってお
ります。１３節委託料につきましては貫気別地区配水管整備の実施設計委託料
として８１０万円を計上し前年度対比２０４万円の減となっております。１５
節工事請負費につきましては量水器取替貫気別地区の配水管整備に計装設備の
更新、平取南地区函渠工にかかる水道管移設の４工事の事業費７８９０万円を
計上し前年度対比５４万円の増となっております。１８節備品購入費につきま
しては、本年度のメーター器の更新３００台分を予定し４８０万円を計上して
おります。１８ページ３款１項１目元金で９６０４万９千円を計上しておりま
すが、これは水道施設整備事業の起債償還金でございます。１９ページ、３款
１項２目利子で２１４０万３千円を計上しておりますが、これは水道施設整備
事業にかかる起債の償還利子でございます。２０ページ、４款１項１目予備費
でありますが前年同額の５０万円を計上しております。２１ページ、歳出の合
計は２億８０８０万円となり前年対比５４４万５千円の増となっております。
続いて、歳入の説明を行いますので７ページをお開き願います。２歳入１款１
項１目使用料で１億３１００万円を計上しており前年対比１５０万円の減とな
っております。これは実績をもとに算定したものでございます。内訳は現年度
分１億２８００万円と滞納繰越分３００万円を見込んでおります。８ページ１
款２項１目手数料につきましては前年度同額の２０万円を見込んでおります。
９ページ、２款１項１目簡易水道施設費国庫補助金につきましては、貫気別地
区の配水管整備事業と計装設備更新事業あわせたもので２５７６万５千円を見
込んでおります。１０ページ、３款１項１目繰越金は前年度と同額の５０万円
を計上しております。１１ページ、４款１項１目一般会計へ繰入金で６９２１
万７千円を計上し前年度対比６９４万４千円の増となっております。これは水
道会計の財源不足を一般会計に求めたものでございます。１２ページ、５款１
項１目雑入で１万８千円を計上しております。１３ページ６款１項１目簡易水
道事業債につきましては５４１０万円を計上し前年度対比１３６０万円の減と
なっております。これは水道施設整備事業に伴う国庫補助金以外の財源を起債
に求めたものでございます。１４ページ歳入の合計は２億８０８０万円で前年
度対比５４４万５千円の増になります。次に第２表の地方債についてご説明申
し上げますので４ページをお開き願います。この表は、起債の目的、限度額、
起債の方法、利率、償還方法を定めたもので平成３１年度は記載してある２事
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業に充当する限度額を５４１０万円とするものであります。以上、簡易水道特
別会計の予算についてご説明申し上げましたのでご審議のほどよろしくお願い
します。 

 

議長 最後に国民健康保険病院特別会計予算について提案説明を求めます。病院事務
長。 

 

病院事務
長 

国民健康保険病院予算書１ページ、議案第２４号、平成３１年度平取町国民健
康保険病院特別会計予算についてご説明申し上げます。第１条、平成３１年度
平取町国民健康保険病院特別会計の予算を次のように定めようとするものでご
ざいます。第２条は業務の予定量でございます。１．業務量、（１）本院の病床
数は一般病床で旧病院では４月から６月になりますが４８床で、新病院となる
７月からは４２床となります。年間の患者数は入院が１万３８７０人、外来は
２万４５１０人の患者数を予定しております。一日平均患者数は入院が３８人
を見込み、外来は１０５人を見込んでおります。次に（２）振内診療所でござ
いますが、年間外来患者数は２５７４人で一日平均２６人を予定しております。
訪問診療は年間患者数を１２００人、一日平均１２人を予定しております。２．
主要な建設改良事業となります。事業は平取町国民健康保険病院改築事業、事
業費２億８００万６千円を予定しております。次に第３条の収益的収入及び支
出の予定額を次のとおりとするものでございます。収入の第１款病院事業収益
が８億５８１９万１千円で、支出の第１款病院事業費用が１０億３６６１万６
千円となります。収支に差額が出ておりますが、特別損失が計上されることに
よりまして費用が多くなっております。予算内容につきましては予算説明書で
説明いたします。次のページをご覧願います。第４条の資本的収入及び支出の
予定額を次のとおりとするものでございます。収入が支出に対して不足する４
１６万２千円は留保資金で補てんする予算措置となっております。資本的収入
の予定額を２億１７０２万２千円とし、資本的支出の予定額を２億２１１８万
４千円としております。予算内容につきましては予算説明書でご説明いたしま
す。次に第５条の起債の借入限度額等を定めるものでございます。平取町国民
健康保険病院改築事業として発行を予定しております。限度額は平取町国民健
康保険病院改築事業が１億７２００万円を予定し借入条件等は記載のとおりで
ございます。次に第６条の一時借入金の限度額を５億円と定めるものでござい
ます。第７条は議会の議決を得なければ流用することができない経費となりま
すが、対象となる経費は職員給与費が４億７６４３万５千円とし、交際費が３
０万円としております。次に第８条はたな卸資産の購入限度額を７０００万円
と定めるものでございます。以上が平成３１年度平取町国民健康保険病院特別
会計予算書となります。続きまして予算内容の説明をさせていただきます。次
のページをご覧願います。平成３１年度平取町国民健康保険病院事業特別会計
予算実施計画書（総括）でございます。まず収益的収入及び支出の収入のうち
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第１款病院事業収益が本年度予算８億５８１９万１千円となり、前年度比較１
億２７７７万８千円の増となっております。１項医業収益は３億８６４９万４
千円で前年度比較２８３０万３千円の減となっております。目に関する予算額
は予算説明書でご説明いたしますので省略させていただきます。次に第２項医
業外収益は４億７０４万円で前年度比較９１４２万５千円の増となっておりま
す。第３項特別利益は６４６５万７千円を見込んでおります。次に支出の１款
病院事業費用の本年度予算額は１０億３６６１万６千円としております。１項
医業費用は７億８４１２万２千円で前年度比較６０８１万６千円の増となって
おります。２項医業外費用は９４１万２千円で前年度比較３５０万５千円の増
となっております。３項特別損失は２億４２０８万２千円で前年度比較２億４
１８８万２千円の増となっております。４項予備費は前年同額の１００万円と
しております。次のページをご覧願います。資本的収入及び支出となります。
１款資本的収入は２億１７０２万２千円となり前年度比較１０億９２７７万６
千円の減となります。１項一般会計負担金は４４７８万２千円で前年度比較３
７２６万５千円の減となっております。２項企業債は改築事業関係の財源とし
て平成３１年度借入予定額の１億７２００万円を予定しております。３項国民
健康保険特別会計負担金は計上がありません。第４項補助金も計上がありませ
ん。第５項奨学資金等貸付金償還金は２４万円を見込んでおります。次に支出
ですが資本的支出は本年度予算額２億２１１８万４千円となり前年比較８億４
５４９万５千円の減となります。１項企業債償還金は本年度予算額２９万９千
円で前年比較２千円の増となっております。２項長期借入金償還金は一般会計
借入金の償還分４４０万円となります。３項建設改良費は病院改築事業関係と
医療機器購入などで２億１３８５万７千円を予定し前年比較８億４４８９万７
千円の減となっております。４項貸付金は看護科学校への奨学資金として２６
２万８千円を予定しております。収支につきましては先ほども説明いたしまし
たが４１６万２千円の不足としておりますが留保資金で補てんする予算措置と
なっております。次のページをご覧願います。平成３１年度平取町国民健康保
険病院事業特別会計予算説明書を説明いたします。まず収益的収入の１款１項
１目入院収益ですが１日平均患者数を３８人、年間患者数を１万３８７０人と
し、１日当の診療単価を１万５１００円を見込んでおります。それによりまし
て入院収益が２億９４３万７千円を予定し前年度比較１１０２万３千円の減と
見込んでおります。次に１款１項２目外来収益ですが本院は１日平均１０５人、
延患者数２万４５１０人、診療単価を４２００円として見込んでおります。振
内診療所は１日平均患者数２６人、延患者数２５７４人、診療単価が５２００
円を見込んでおります。訪問診療につきましては１日平均患者数１２人、延患
者数１２００人、診療単価が６６００円を見込んで、外来収益を本院、振内診
療所合わせて１億２８０２万７千円を予定し前年度比較１４８０万５千円の減
としております。次に１款１項３目その他医業収益ですが、本年度予算額が４
９０３万円前年度比較２４７万５千円の減となっております。１節室料差額収
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益は４０万円、２節公衆衛生活動収益は８２０万円、３節自動車収益は５千円
を計上しております。４節その他医業収益は各種予防接種・健診などと収入調
整なども勘案して４０４２万５千円を計上しております。次のページをご覧願
います。１款２項１目受取利息配当金でございます。本年度予算額５千円を予
定しております。次に２目の他会計負担金ですが本年度予算額は３億１４５０
万円で前年比較２０００万円の増としております。１節の一般会計負担金は繰
入金を３億１０００万円計上し前年度比較２０００万円の増としております。
２節国民健康保険特別会計補助金として救急患者受入体制支援事業に該当する
夜間・休日の医師確保に対する経費の助成金４５０万円を国保会計からの繰入
金として計上しております。次に３目患者外給食収益は９０万円とし前年度同
額としております。４目その他医業外収益は本年度予算額９１６３万５千円で
前年度比較７１４２万５千円の増としております。１節その他医業外収益は６
２３万７千円を計上しております。内訳は職員住宅の使用料や休日夜間診療確
保対策費補助金などになります。２節長期前受金戻入は取得した資産の財源と
なった収入額について減価償却見合分を収益化するものとなります。８５３９
万８千円を計上しております。次に１款３項１目特別利益ですが現病院の取り
壊しなどにかかる長期前受金戻入額を特別利益として６４６５万７千円を計上
させていただいております。次のページをご覧願います。収益的支出予算とな
ります。まず１款１項１目給与費でございます。本年度は４億７６４３万５千
円となり前年度比較２７万１千円の減となります。１節給料は医師３名、職員
３０名の１億５０５０万２千円前年度比較３７０万２千円の増となります。２
節手当は各種手当として１億１０７８万１千円を計上しております。４９８万
２千円の増となっております。３節報酬は８８０６万２千円で、そのうち嘱託
職員報酬が５７０６万２千円となりこの中には振内診療所医師１名分の給与が
含まれております。嘱託医師等業務報酬として出張医師等の報酬を３１００万
円計上しております。常勤医師の負担軽減を考慮し出張医などを依頼いたしま
す。前年度比較９９８万６千円の減となっております。４節法定福利費は本年
度予算額７１４０万８千円で前年比較４９万７千円の増となっております。５
節退職給与金は本年度予算額３５３１万円で前年比較８６万６千円の増となっ
ております。６節賞与引当金繰入金は本年度予算額２０３７万２千円となり前
年比較３３万２千円の減となります。次のページをご覧願います。１款１項２
目材料費でございます。本年度予算額５３６２万円を計上しております。前年
度比較３５７万８千円の減となっております。１節薬品費は１７５０万円を計
上し５０万円の減としております。２節診療材料費は３５４２万円を計上して
おります。前年比較では３０７万８千円の減としております。３節医療消耗備
品費は５０万円を計上し、４節給食消耗備品費も前年同額の２０万円としてお
ります。次のページをご覧願います。１款１項３目経費でございます。本年度
予算額１億６７４８万５千円を計上し前年比較５６万８千円の減となっており
ます。１節賃金は１４０万円を計上し前年比較２６０万円の減としております。
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２節旅費交通費は３３０万円を計上し前年同額としております。３節被服費も
前年同額の９０万円を計上しております。４節消耗品費は３００万円を計上し
前年度比較３０万円の増としております。５節消耗備品費は１００万円を計上
し前年度比較５０万円の減としております。６節会議費は５万円を計上してお
ります。７節光熱水費は８７８万４千円を計上し２８８万円の増としておりま
す。新病院での電気料の増加を見込んでおります。８節燃料費は１００５万７
千円を計上し７４万２千円の増としております。９節食糧費は４０万円、１０
節印刷製本費は１００万円を計上し、それぞれ前年同額としております。１１
節使用料及び手数料は１２７５万３千円を計上し前年度比較１０６万６千円の
増となっております。医師等紹介手数料の増額などで１０６万６千円の増とな
っております。次のページをご覧願います。１２節通信運搬費は１０３万６千
円を計上し前年度同額となっております。１３節保険料は１７３万９千円を計
上し前年度比較１６万１千円増となっております。１４節建物修繕費は１２０
万円を計上しております。前年度比較１５０万円の減となっております。１５
節車両及備品修繕費は１００万円を計上しております。前年度比較１００万円
の減としております。１６節賃借料は３０万円を計上し前年度同額となってお
ります。次のページをご覧願います。１７節委託料ですけれども１億１７４０
万１千円を計上し前年比較を９万２千円の減となっております。１８節交際費
は３０万円で前年同額となっております。１９節諸会費は１２１万５千円を計
上し前年度比較２万５千円増となっております。２０節雑費は５０万円で前年
同額となっております。次のページをご覧願います。２１節修繕引当金繰入額
は昨年と同額の１０万円とし、２２節貸倒引当金繰入額も前年同額の５万円を
計上しております。次に１款１項４目減価償却費でございます。本年度予算額
が８５２８万２千円を計上し前年比較６５４３万３千円の増となっておりま
す。新病院にかかる減価償却費が始まることにより増額となっております。１
節の建物減価償却費から５節リース資産償却費までの当年度の償却予定額を計
上しております。次に１款１項５目資産減耗費でございます。１節たな卸資産
減耗費は５万円、２節固定資産除却費が１０万円を計上しております。次に１
款１項６目研究研修費でございます。本年度予算額１１５万円を計上し前年度
比較２０万円の減としております。１節図書費が２５万円、２節旅費交通費が
８０万円で前年度比較２０万円の減、３節研究雑費が１０万円を計上し前年度
同額としております。次のページをご覧願います。２項１目支払利息及企業債
取扱諸費でございます。本年度予算額が７７１万２千円を計上しており前年度
比較３２０万５千円の増となります。起債の借入にかかる利息が増えることに
よります。次に１款２項２目消費税でございます。１７０万円を計上し前年度
比較３０万円の増となっております。次に１款３項１目特別損失でございます。
本年度予算額２億４２０８万２千円を計上し前年比較２億４１８８万２千円の
増となっております。現病院の取り壊しや備品機器の残存価格の償却額を計上
しております。次の予備費は前年同額の１００万円を計上しております。次の
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ページをご覧願います。資本的収入の説明になります。１款１項１目一般会計
負担金でございます。資本的支出に伴う財源として一般会計からの繰入れを計
上するものでございます。資本的支出の特定財源を除いた支出額に対する一般
会計の負担分として４４７８万２千円を計上しています。病院改築にかかる工
事費や医療機器等の整備の特定財源を除いた事業費不足分を繰入れするもので
ございます。１款２項１目企業債でございます。改築事業にかかる財源として
１億７２００万円の起債の発行を予定しております。改築事業にかかる敷地造
成工事と現病院解体工事を予定しております。１款３項１目国民健康保険特別
会計負担金と１款４項１目補助金の科目は３１年度は計上ございません。次に
１款５項１目奨学資金等貸付金償還金でございます。奨学資金貸付金の償還金
として２４万円を見込んでおります。次のページをご覧願います。資本的支出
になります。１款１項１目企業債償還金でございます。本年度予算額が２９万
９千円を計上し前年比較２千円の増となっております。次に１款２項１目長期
借入金償還金でございます。平成２２年度において一般会計から４４００万円
の運転資金を借入れたものを１０年で元金均等償還とすることとして９回目の
償還分４４０万円を計上しております。次に１款３項建設改良費１目資産購入
費でございます。本年度予算額が５８５万１千円を計上し前年度比較３億５７
５１万６千円の減となっております。新病院での整備分の減となります。１節
医療機器購入費と２節一般備品購入費はそれぞれ１００万円を計上しておりま
す。３節リース資産購入費は医療機器などのリース料の支払いとして３８５万
１千円を計上しております。次に１款３項２目建設工事費でございます。本年
度予算額が２億８００万６千円を計上し前年度比較４億８７３８万１千円の減
となっております。病院本体工事の完成により減となります。１節委託料は医
師住宅の設計と、備品等の移転業務として新病院への引っ越し作業と現病院で
の廃棄物処理業務を計上しております。２節工事請負費は継続事業として予算
措置をしている敷地造成２期工事と現病院の解体工事、新病院内の電話設置工
事を合わせて１億８９００万円を計上しております。次に１款４項１目看護職
員奨学資金等貸付金でございます。奨学資金貸付金は看護師資格を取得するた
めの学校へ入学している３名の学生に対し貸付金の２６２万８千円を計上して
おります。前年度と同額になります。２目の看護職資格取得資金貸付金は計上
しておりません。次のページをご覧願います。１６ページから２０ページまで
は給与費明細書となりますが、昨年度の当初予算との比較などとなっておりま
すので詳細の説明は省略させていただきます。２１ページをご覧願います。平
成３１年度平取町国民健康保険病院事業予定キャッシュ・フロー計算書でござ
います。３１年度の資金動きの情報となり１年間の資金の受入支出の予定を記
載したものとなります。１．業務活動によるキャッシュフロー、２．投資活動
によるキャッシュ・フロー、３．財務活動によるキャッシュ・フローと３つの
区分にした資金移動の予定になります。それぞれの項目の資金詳細の説明は省
略させていただきます。１番下に資金期首残高と資金期末残高を記載しており
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ますが３１年度末の資金残高が１１２万９千円を見込んでおります。次のペー
ジをご覧願います。平成３１年度国民健康保険病院事業予定貸借対照表でござ
います。平成３２年３月末の予算執行後の残高見込みとなります。まず左側資
産の部、固定資産ですが（１）の有形固定資産がイの土地からトの建設仮勘定
の項目まで合わせまして２３億１１７９万８千円の残高となっております。次
に（２）の無形固定資産はイの電話加入権からハの無形リース資産の項目を合
わせまして４３７万円となっております。（３）の投資その他の資産がイ．前払
退職手当組合負担金からロの奨学資金等貸付金合わせまして４５０７万９千円
となっております。固定資産の合計が２３億６１２４万７千円を見込んでおり
ます。２の流動資産ですが現金預金、未収金、貯蔵品として流動資産合計が４
７３２万９千円を予定しております。資産合計が２４億８５７万６千円を見込
んでおります。次に右側負債の部の３．流動負債でございます。（１）の一時借
入金から（７）の預り金までの残高が１億９１０万６千円を予定しております。
次に４．固定負債でございます。（１）の企業債から（４）の引当金までの残高
が２１億６７３１万７千円を予定しております。次に５．繰延収益になります
が（１）の長期前受金から（３）の建設仮勘定長期前受金までの残高が１億３
１６４万９千円を予定しております。次に資本の部でございます。６．資本金
ですが（１）自己資本金として２億１４１万５千円の残高を予定しております。
７．剰余金は（１）資本剰余金のイ．その他の資本剰余金が１０５８万９千円
となります。（２）の利益剰余金はマイナスになり合計が２億１１５０万円を予
定しております。それによりまして剰余金合計がマイナスとなり２億９１万１
千円となり資本合計が５０万４千円を予定しております。負債・資本合計が２
４億８５７万６千円を見込み、左右同額で平成３１年度末予定貸借対照表とな
ります。次に２３ページをご覧願います。昨日提出した補正予算を見込まない
額での平成３０年度予定損益計算書となります。平成３０年度の決算見込みと
なりますが、１．医業収益から４．医業外収益の各金額の説明は省略させてい
ただき、経常損失の欄、平成３０年度補正を含まない見込額になりますが、３
３０１万６千円を見込み、特別利益・損失を含めた平成３０年度純損失が３２
９０万１千円となる決算を見込んでおります。前年度の繰越剰余金が３６万６
千円ありますのでこの額を加算した３２５３万５千円が累積欠損金となる予定
になっております。補正予算を提出させていただいて議決を得ておりますので
この額から繰入する額を差し引いた額が実際の決算見込みとなります。次の２
４ページをご覧願います。平成３０年度予定貸借対照表になります。今ご説明
した予定損益計算書の数字に基づいた予定貸借対照表となります。補正が含ま
れていない額となっておりますが、各科目の数値については説明を省略させて
いただきます。次に２５ページをご覧願います。継続費について前々年度末ま
での支出額、前年度末までの支出額又は支出額の見込み及び当該年度以降の支
出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書でございます。平成３０年度か
らの継続費に関する調書になります。事業名は平取町国民健康保険病院敷地造
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成２期工事で平成３０年・３１年の２カ年の事業となります。年割額の事業費
については記載のとおりとなり前年度末までの支出見込額欄で２８００万円、
当該年度支出予定額が４５４０万円となっております。平成３１年７月に新病
院での診療を開始する予定となっております。病院経営につきましては大変厳
しい状況が続いておりますが、住民の医療確保を最優先に病院運営に努めてま
いりますので、平成３１年度予算案に対するご理解をお願いしたいと思います。
以上、病院会計の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願
いいたします。 

 

議長 以上で議案第１９号から議案第２４号までの平成３１年度各会計予算の説明が
終了いたしました。 

お諮りします。ただいま提案がありました平成３１年度平取町各会計予算につ
いては議会運営基準１１１先例１により議員全員で構成する予算審査特別委員
会を設置しこれに付託して審査したいと思います。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って日程第２議案第１９号から日程第７議案第２４号
までの平成３１年度平取町各会計予算については予算審査特別委員会に付託し
審査することに決定しました。 

お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の選
挙については議長の指名推薦により行いたいと思いますがご異議ありません
か。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って予算審査特別委員会の正副委員長の選挙について
は議長が指名推薦することに決定しました。それでは指名します。予算審査特
別委員会委員長には８番貝澤議員、副委員長には１番松澤議員を指名します。
以上のとおり指名推薦しますがご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って予算審査特別委員会委員長には貝澤議員、副委員
長には松澤議員と決定しました。以上で本日の日程はすべて終了いたしました
のでこれをもって散会といたします。なお本定例議会はあす６日から１０日ま
では休会といたしまして１１日に再開いたしますのでよろしくお願いをいたし
ます。 

 

 （閉  会  午後３時２５分） 

 


